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まつのやま（”

健康はみ勧なの財産

轟誤ようノ

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
「
さ

わ
や
か
早
朝
体
操
」
と
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
体
操
百
日
運
動
」
を
姶
め
た
。

　
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
は
、
五
月

二
十
六
日
か
ら
七
月
二
十
一
日
ま

で
の
日
曜
の
朝
各
地
区
で
ラ
ジ
オ

体
操
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
六
回

以
上
の
参
加
者
に
は
、
認
定
証
と

記
念
品
が
お
く
ら
れ
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
操
百
日
運
動
は

家
族
で
ラ
ジ
オ
体
操
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
で
汗
ば
む
程
度
の
全
身
運

動
を
し
た
日
を
一
日
と
し
、
百
日

に
挑
戦
す
る
も
の
。
達
成
者
に
は
、

県
か
ら
認
定
証
、
町
か
ら
記
念
品

が
お
く
ら
れ
る
．

　
健
康
は
み
ん
な
の
財
産
、
ス
ポ

ー
ツ
行
事
に
は
、
家
族
み
ん
な
で

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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6
月
2
4
日
～
2
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
検
診

　
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
の
五
日
間
、
町
民
体
育
館
で

「
総
合
検
診
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
全
貝
受
診
し
て
、
自
分

の
健
康
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
脳
卒
中
に
変
っ
て
ガ
ン

が
死
亡
原
因
の
第
一
位
に
な
っ
て

お
り
、
町
で
も
ガ
ン
で
亡
く
な
る

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
新
た
に
肺
ガ
ン
検
診
が
加
わ
り

ま
し
た
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
、
セ

キ
、
タ
ン
、
胸
痛
な
ど
の
症
状
が

あ
る
人
は
必
ず
受
診
し
て
く
た
さ

い
。　

検
診
項
目
は
、
循
環
器
・
結
核
・

胃
ガ
ン
・
子
宮
ガ
ン
・
肺
ガ
ン
の

五
項
目
．

　
検
診
の
指
定
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

い
つ
で
ぢ
受
診
で
き
ま
す
．
ま
た
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
保
健

衛
生
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

午剛の。 午後の部 対象者

循環器検診 8：30～11：00 1：00～3：00 40歳以上及び出

稼者で職場等で

検診を受けられ

ない入
結核検診 8：30～11：00 1：00～3：00

胃ガン検診 6：30～10：00 1：00～2＝30 40歳以上の希望

者ならどなたで
も肺ガン検診 8二30～11：00 1＝00～’3：00

子宮ガン検診 1：00～2：30
30歳以上の希望
者ならどなたで

も

▽
振
第
一
号
　
山
村
林
構
改
善

　
休
養
施
設
（
大
厳
寺
高
原
）

　
高
橋
組
　
　
七
、
二
〇
〇
万
円

▽
振
第
二
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
中
原
・
大
厳
寺
線
（
浦
田
）

　
福
田
道
路
　
一
、
〇
六
〇
万
円

▽
振
三
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
小
沢
・
東
山
線
（
東
山
）

上
越
舗
道

▽
建
第
三
号

巳
之
下
線

福
田
道
路

▽
建
第
四
号

藤
原
・
松
之
山
線

福
田
道
路

▽
建
第
五
号

　
　
七
九
〇
万
円

舗
装
（
湯
山
）

　
　
四
〇
〇
灯

一
、
O
八
○
万
円

舗
装
（
黒
倉
）

　
　
　
四
六
〇
レ
川

一
、
二
〇
〇
万
円

舗
装
（
北
浦
田
）

6
月
1
日
～
7
日

水
　
道
　
週

6
月
－
日
－
30
日

△
河
川
・
海
岸
愛
瞳
月
聞

　
西
之
前
・
北
浦
田
線
四
三
四
灯

　
福
田
道
路
　
一
、
〇
六
〇
万
円

▽
建
第
六
号
　
改
良
（
田
麦
立
）

　
崩
田
・
田
麦
立
線
　
七
二
六
灯

　
飯
塚
建
設
　
三
、
九
五
〇
万
円

▽
建
第
七
号
　
改
良
（
大
荒
戸
）

　
大
荒
戸
・
松
代
線
　
五
七
〇
麿

　
高
橋
組
　
　
二
、
○
○
○
万
円

▽
建
第
八
号
　
改
良
（
坪
野
）

　
坪
野
・
赤
倉
線
　
　
　
一
〇
〇
灯

　
大
海
組
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
建
第
九
号
　
舗
装
（
小
谷
）

　
三
省
校
．
大
荒
戸
　
二
〇
〇
灯

　
福
P
L
路
　
　
　
五
九
〇
万
円

▽
産
第
三
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
農
地
保
全
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
産
第
四
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

▽
産
第
五
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
農
地
保
全
（
水
梨
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
O
八
○
万
円

▽
産
第
六
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
道
路
復
旧
（
水
梨
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
産
第
七
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
湯
之
島
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
二
一
〇
万
円

▽
産
第
八
号
　
団
体
営
地
す
べ
り

　
狐
塚
ホ
場
整
備
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
四
六
〇
万
円

▽
産
第
九
号
　
団
体
営
地
す
べ
り

　
狐
塚
ホ
場
整
備
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
二
、
七
六
〇
万
円

▽
産
第
十
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
田
麦
立
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
三
〇
五
万
円

▽
産
第
十
一
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
中
立
山
）

　
大
海
組
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

▽
産
第
十
四
号
　
農
村
基
盤
総
合

　
整
備
、
湯
之
島
ホ
場
整
備

　
飯
塚
建
設
　
　
　
一
二
〇
万
円

螺
欝轡
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60年度一般会計補正予算
8，833万9千円追加

　
六
月
定
例
議
会
が
六
月
二
十
五

日
開
か
れ
十
二
議
案
が
原
案
通
り

可
決
し
た
．

　
一
般
会
計
の
補
正
で
、
上
湯
の

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
新
築
に
干
三

百
万
円
。
苗
代
、
農
道
除
雪
等
の

豪
雪
対
策
の
補
助
金
八
百
万
円
。

農
道
の
生
コ
ン
舗
装
補
助
金
（
三

十
皆
補
助
）
に
二
百
万
円
。
老
人

自
殺
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

（3）まつのやま

補
正
予
算
・
主
な
使
い
み
ち

▽
議
会
費

○
議
員
の
報
酬
改
訂
に
よ
る
増

　
（
報
酬
・
手
当
等
）
一
三
一
万
円

▽
総
務
費

〇
三
役
の
報
酬
改
訂
に
よ
る
増

　
（
報
酬
・
手
当
等
）
六
八
万
円

○
役
場
の
浄
化
槽
修
繕
七
〇
万
円

▽
民
生
費

o
産
休
代
替
保
母
賃
金
三
七
万
円

○
布
川
保
育
所
水
道
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
万
円

○
肺
が
ん
検
診
委
託
料
二
四
万
円

○
生
、
ゴ
ミ
処
理
器
購
入
補
助

　
（
一
〇
〇
個
分
追
加
と
八
万
円

▽
労
働
費

○
高
齢
者
特
産
品
開
発
組
合
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

○
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
情
報
セ
ン

　
タ
ー
出
資
金
　
　
　
五
〇
万
円

○
農
業
者
訪
中
参
加
費
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
五
万
円

o
葉
た
ば
こ
支
柱
補
助
（
三
〇
皆

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

追
加
補
正

　
　
　
　
　
国
保
会
計
三
二
二
万
七
千
円

　
　
　
　
　
老
人
保
健
五
六
〇
万
四
千
円

▽
繰
越
明
許
費
の
報
告
。

○
災
害
復
旧
費
（
公
共
土
木
・
農

　
地
災
害
）
三
、
五
五
一
万
円
繰

　
越
す
．

▽
五
十
九
年
度
町
農
業
共
済
事
業

　
の
決
算
の
認
定
。

○
決
算
額
（
総
額
）

　
三
、
九
八
○
万
五
、
三
三
三
円

○
当
年
度
純
利
益

　
　
　
四
六
七
万
六
内
三
三
〇
円

▽
六
十
年
度
町
｝
般
会
計
補
正
予

算
（
第
一
一
回
）

○
八
、
八
三
三
万
九
千
円
追
加
し

　
総
額
二
三
億
八
、
九
〇
九
万
九

　
千
円
と
す
る
．

▽
六
十
年
度
町
国
保
会
計
補
正
予

算
（
第
一
回
）

〇
二
一
三
万
七
千
円
追
加
し
総
額

　
二
億
九
、
三
二
二
万
円
と
す
る
。

▽
六
十
年
度
町
老
人
保
健
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
五
六
〇
万
四
千
円
追
加
し
総
額

　
二
億
三
、
四
三
二
万
三
千
円
と

　
す
る
。

特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
町
長
は
四
九
万
円
に

▽
特
別
職
の
給
与
七
月
か
ら
引
き

上
げ
．

○
町
長
四
九
〇
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

○
助
役
三
九
〇
、
O
O
O
円

　
　
（
一
万
六
千
円
引
き
上
げ
）

○
収
入
役
　
三
六
九
、
O
O
O
円

　
　
（
一
万
五
干
円
引
き
上
げ
）

▽
教
育
長
の
給
与
を
七
月
か
ら
引
，

き
上
げ
．

○
教
育
長
　
三
四
三
、
○
○
○
円

　
　
（
一
万
四
下
円
引
き
上
げ
）

　
補
助
）
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

○
白
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
i
看

　
板
修
理
　
　
　
　
　
四
七
万
円

o
水
田
利
用
再
編
対
策
費
（
上
川

　
手
地
区
拠
点
施
設
工
事
）

　
　
　
　
　
　
二
、
四
二
八
万
円

○
上
湯
地
区
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
｝
、
三
七
九
万
円

○
異
常
豪
雪
災
害
対
策
事
業
費
補

　
助
金
　
　
　
　
　
八
一
六
万
円

○
山
村
農
業
活
性
化
事
業
（
．
大
水

　
越
地
区
）
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
林
構
事
業
取
付
道
路
（
大
厳
寺

　
高
原
）
　
　
　
　
二
九
．
五
万
円

○
農
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
（
三
〇

　
替
補
助
）
　
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
商
工
費

○
新
ふ
る
さ
と
松
之
山
ク
ラ
ブ
。
ハ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
代
．
五
〇
万
円

○
鏡
ケ
池
復
．
兀
事
業
、
工
事
請
負

　
費
不
足
分
　
　
　
　
九
四
万
円

○
ス
キ
ー
場
・
リ
フ
ト
支
柱
等
撤

　
去
工
事
　
　
　
　
　
三
八
万
円

議
会
議
長
は

　
　
一
五
万
↓
ハ
千
円

▽
特
別
職
の
非
常
勤
の
報
酬
引
き

　
上
げ
．

o
議
会
議
長
一
五
六
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

○
副
議
長
、
二
｝
二
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
五
千
円
引
き
上
げ
）

○
委
員
長
　
｝
｝
二
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
五
千
円
引
き
上
げ
）

〇
一
般
議
員
一
〇
八
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
五
千
円
引
き
上
げ
）

○
農
業
委
員
会
会
長
（
年
額
）

　
　
　
　
　
一
五
〇
、
○
○
○
円

o
農
業
委
員
会
委
員
（
年
額
）

　
　
　
　
　
｝
O
O
、
O
O
O
円

○
教
育
委
員
会
委
員
長
（
年
額
）

　
　
　
　
　
一
五
〇
、
O
O
O
円

○
教
育
委
員
会
委
貝
（
年
額
）

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

○
老
人
福
祉
相
談
指
導
員
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
二
二
、
O
O
O
円

消
防
団
員
の

報
酬
も
ア
ッ
プ

▽
消
防
団
員
の
給
与
引
き
上
げ

　
（
年
額
）

○
団
長
　
　
　
九
〇
、
五
〇
〇
円

○
副
団
長
　
　
七
〇
、
二
〇
〇
円

民
芸
品
づ
く
り
を
奨
励
し
て
、
老

人
に
生
ぎ
が
い
を
も
っ
て
も
ら
お

う
と
高
齢
者
特
産
品
開
発
組
合
補

助
金
．
五
十
万
円
。
松
之
山
保
育
所

か
ら
松
之
山
小
学
校
入
口
ま
で
歩

▽
土
木
費

○
湯
本
兎
口
線
ほ
か
舗
装
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
．
乃
円

○
蝦
池
宮
中
線
ほ
か
道
路
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
万
円

○
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
工
事
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
万
円

○
松
口
松
之
山
線
水
道
工
事
補
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
．
五
万
円

○
松
之
山
小
学
校
線
改
良
】
八
○

　
訂
。
松
代
松
之
山
線
歩
道
整
備

　
請
負
費
　
　
二
、
五
．
O
O
万
円

○
歩
道
整
備
用
地
買
収
二
〇
万
円

○
大
荒
戸
松
代
線
立
木
補
償
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詣
パ
五
万
円

○
臨
時
交
付
金
事
業
立
木
∴
電
柱

　
移
転
補
償
（
松
之
山
）
六
二
万
円

○
住
宅
管
理
費
（
防
露
工
事
・
除

　
湿
機
）
　
　
　
　
　
一
一
万
円

○
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
建

　
設
機
械
借
上
・
共
同
車
庫
建
設

　
工
事
等
不
足
分
）
三
六
四
万
円

▽
消
防
費

○
団
員
等
の
報
酬
改
訂
に
よ
る
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

▽
教
育
費

○
団
正
副
部
長
四
五
、
O
O
O
円

○
分
団
．
長
　
　
三
〇
、
八
○
○
円

o
副
分
団
長
　
二
七
、
六
〇
〇
円

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

　
（
追
加
）

○
松
之
山
小
学
校
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
O
灯

O
蝦
池
宮
中
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
解

○
北
浦
田
ス
キ
ー
場
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
O
O
灯

o
地
付
線
（
改
良
）
　
二
三
四
材

○
松
之
山
小
学
校
線
（
舗
装
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
O
薪

○
蝦
池
宮
中
線
（
特
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
肩

○
教
育
文
化
施
設
の
整
備
（
水
田

　
再
編
集
落
拠
点
施
設
）

請
　
　
・
陳

教
員
住
宅
の
請
負
三

道
が
整
備
さ
れ
る
事
業
な
ど
総
額

約
八
乎
八
．
白
万
円
が
追
加
さ
．
れ
た
。

　
　
一
般
質
問
は
本
山
｝
夫
議
員
、

田
辺
尚
二
議
員
、
高
橋
英
一
議
員

が
町
．
反
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

○
山
村
留
学
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

○
高
校
生
の
遠
距
離
通
学
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
．
乃
円

o
教
職
員
住
宅
。
工
事
費
増

　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
万
円

　
小
学
校
費

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ
と
事

　
業
．
五
二
．
乃
円

○
浦
田
小
学
校
駐
唯
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
〇
万
円

〇
三
省
小
学
校
プ
ー
ル
道
路
用
地

　
買
収
　
　
　
　
　
　
三
二
万
円

○
浦
田
小
復
写
機
　
　
三
二
万
円

　
中
学
校
費

○
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
エ
パ
万
円

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ
と
事

　
業
　
　
　
　
　
　
二
一
万
円

▽
災
虫
口
復
旧
費

○
町
道
災
害
復
旧
（
天
水
越
・
中

　
尾
・
五
十
子
平
・
黒
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
～
O
万
円

▽
公
債
費

○
起
債
繰
上
償
還
（
．
五
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
万
円

○
部
長
　
　
二
六
、
六
〇
〇
円

○
班
長
　
　
　
　
九
、
O
O
O
円

o
団
員
　
　
　
　
七
、
五
〇
〇
円

、
一
五
〇
万
円

○
産
業
の
振
興
（
林
産
集
落
振
興

　
対
策
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

○
教
職
員
住
宅
新
築
工
事
（
天
水

　
越
）
木
造
一
階
建
（
ピ
ロ
テ
ィ
ー

　
式
）
『
棟
。
三
、
一
五
〇
万
円

　
で
高
橋
組
が
請
負
。

▽
財
産
の
取
得
．

○
湿
地
ド
ー
ザ
i
（
十
二
，
！
級
）

　
一
台
。
　
一
、
四
〇
〇
万
円
で
キ

　
ャ
タ
ピ
ラ
三
菱
か
ら
購
人
。

▽
議
員
提
出
議
案
．

○
高
田
営
林
署
の
存
続
を
求
め
る

　
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

　
っ
た
。情

・
要
望

▽
地
方
、
、
ハ
ス
の
利
用
促
進
対
策
の

　
推
進
に
つ
い
て
（
陳
情
書
）

○
頸
城
自
動
車
労
働
組
合
、
他

▽
昭
和
六
十
年
産
米
の
政
府
買
入

　
価
格
な
ら
び
に
良
質
米
奨
励
金

　
の
現
行
確
保
等
に
関
す
る
請
願

書
．

○
松
之
山
町
農
業
協
同
組
合
、
浦

　
田
農
業
協
同
組
合
。

▽
国
民
食
料
の
安
定
供
給
な
ら
び

　
に
米
穀
政
策
の
確
立
に
関
す
る

請
願
書
．

○
松
之
山
町
農
業
協
同
組
合
、
浦

　
田
農
業
協
同
組
合
。

▽
昭
和
六
十
年
産
の
生
産
者
米
価

　
な
ら
び
に
食
糧
管
理
制
度
の
堅

　
持
に
関
す
る
要
望
書
。

○
松
之
山
町
農
業
委
員
会
。
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まつのやま（2）

60年度一般会計補正予算
8，833万9千円追加

　
六
月
定
例
議
会
が
六
月
二
十
五

日
開
か
れ
十
二
議
案
が
原
案
通
り

可
決
し
た
．

　
一
般
会
計
の
補
正
で
、
上
湯
の

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
新
築
に
干
三

百
万
円
。
苗
代
、
農
道
除
雪
等
の

豪
雪
対
策
の
補
助
金
八
百
万
円
。

農
道
の
生
コ
ン
舗
装
補
助
金
（
三

十
皆
補
助
）
に
二
百
万
円
。
老
人

自
殺
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

（3）まつのやま

補
正
予
算
・
主
な
使
い
み
ち

▽
議
会
費

○
議
員
の
報
酬
改
訂
に
よ
る
増

　
（
報
酬
・
手
当
等
）
一
三
一
万
円

▽
総
務
費

〇
三
役
の
報
酬
改
訂
に
よ
る
増

　
（
報
酬
・
手
当
等
）
六
八
万
円

○
役
場
の
浄
化
槽
修
繕
七
〇
万
円

▽
民
生
費

o
産
休
代
替
保
母
賃
金
三
七
万
円

○
布
川
保
育
所
水
道
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
万
円

○
肺
が
ん
検
診
委
託
料
二
四
万
円

○
生
、
ゴ
ミ
処
理
器
購
入
補
助

　
（
一
〇
〇
個
分
追
加
と
八
万
円

▽
労
働
費

○
高
齢
者
特
産
品
開
発
組
合
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

○
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
情
報
セ
ン

　
タ
ー
出
資
金
　
　
　
五
〇
万
円

○
農
業
者
訪
中
参
加
費
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
五
万
円

o
葉
た
ば
こ
支
柱
補
助
（
三
〇
皆

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

追
加
補
正

　
　
　
　
　
国
保
会
計
三
二
二
万
七
千
円

　
　
　
　
　
老
人
保
健
五
六
〇
万
四
千
円

▽
繰
越
明
許
費
の
報
告
。

○
災
害
復
旧
費
（
公
共
土
木
・
農

　
地
災
害
）
三
、
五
五
一
万
円
繰

　
越
す
．

▽
五
十
九
年
度
町
農
業
共
済
事
業

　
の
決
算
の
認
定
。

○
決
算
額
（
総
額
）

　
三
、
九
八
○
万
五
、
三
三
三
円

○
当
年
度
純
利
益

　
　
　
四
六
七
万
六
内
三
三
〇
円

▽
六
十
年
度
町
｝
般
会
計
補
正
予

算
（
第
一
一
回
）

○
八
、
八
三
三
万
九
千
円
追
加
し

　
総
額
二
三
億
八
、
九
〇
九
万
九

　
千
円
と
す
る
．

▽
六
十
年
度
町
国
保
会
計
補
正
予

算
（
第
一
回
）

〇
二
一
三
万
七
千
円
追
加
し
総
額

　
二
億
九
、
三
二
二
万
円
と
す
る
。

▽
六
十
年
度
町
老
人
保
健
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
五
六
〇
万
四
千
円
追
加
し
総
額

　
二
億
三
、
四
三
二
万
三
千
円
と

　
す
る
。

特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
町
長
は
四
九
万
円
に

▽
特
別
職
の
給
与
七
月
か
ら
引
き

上
げ
．

○
町
長
四
九
〇
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

○
助
役
三
九
〇
、
O
O
O
円

　
　
（
一
万
六
千
円
引
き
上
げ
）

○
収
入
役
　
三
六
九
、
O
O
O
円

　
　
（
一
万
五
干
円
引
き
上
げ
）

▽
教
育
長
の
給
与
を
七
月
か
ら
引
，

き
上
げ
．

○
教
育
長
　
三
四
三
、
○
○
○
円

　
　
（
一
万
四
下
円
引
き
上
げ
）

　
補
助
）
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

○
白
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
i
看

　
板
修
理
　
　
　
　
　
四
七
万
円

o
水
田
利
用
再
編
対
策
費
（
上
川

　
手
地
区
拠
点
施
設
工
事
）

　
　
　
　
　
　
二
、
四
二
八
万
円

○
上
湯
地
区
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
｝
、
三
七
九
万
円

○
異
常
豪
雪
災
害
対
策
事
業
費
補

　
助
金
　
　
　
　
　
八
一
六
万
円

○
山
村
農
業
活
性
化
事
業
（
．
大
水

　
越
地
区
）
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
林
構
事
業
取
付
道
路
（
大
厳
寺

　
高
原
）
　
　
　
　
二
九
．
五
万
円

○
農
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
（
三
〇

　
替
補
助
）
　
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
商
工
費

○
新
ふ
る
さ
と
松
之
山
ク
ラ
ブ
。
ハ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
代
．
五
〇
万
円

○
鏡
ケ
池
復
．
兀
事
業
、
工
事
請
負

　
費
不
足
分
　
　
　
　
九
四
万
円

○
ス
キ
ー
場
・
リ
フ
ト
支
柱
等
撤

　
去
工
事
　
　
　
　
　
三
八
万
円

議
会
議
長
は

　
　
一
五
万
↓
ハ
千
円

▽
特
別
職
の
非
常
勤
の
報
酬
引
き

　
上
げ
．

o
議
会
議
長
一
五
六
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

○
副
議
長
、
二
｝
二
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
五
千
円
引
き
上
げ
）

○
委
員
長
　
｝
｝
二
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
五
千
円
引
き
上
げ
）

〇
一
般
議
員
一
〇
八
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
五
千
円
引
き
上
げ
）

○
農
業
委
員
会
会
長
（
年
額
）

　
　
　
　
　
一
五
〇
、
○
○
○
円

o
農
業
委
員
会
委
員
（
年
額
）

　
　
　
　
　
｝
O
O
、
O
O
O
円

○
教
育
委
員
会
委
員
長
（
年
額
）

　
　
　
　
　
一
五
〇
、
O
O
O
円

○
教
育
委
員
会
委
貝
（
年
額
）

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

○
老
人
福
祉
相
談
指
導
員
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
二
二
、
O
O
O
円

消
防
団
員
の

報
酬
も
ア
ッ
プ

▽
消
防
団
員
の
給
与
引
き
上
げ

　
（
年
額
）

○
団
長
　
　
　
九
〇
、
五
〇
〇
円

○
副
団
長
　
　
七
〇
、
二
〇
〇
円

民
芸
品
づ
く
り
を
奨
励
し
て
、
老

人
に
生
ぎ
が
い
を
も
っ
て
も
ら
お

う
と
高
齢
者
特
産
品
開
発
組
合
補

助
金
．
五
十
万
円
。
松
之
山
保
育
所

か
ら
松
之
山
小
学
校
入
口
ま
で
歩

▽
土
木
費

○
湯
本
兎
口
線
ほ
か
舗
装
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
．
乃
円

○
蝦
池
宮
中
線
ほ
か
道
路
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
万
円

○
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
工
事
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
万
円

○
松
口
松
之
山
線
水
道
工
事
補
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
．
五
万
円

○
松
之
山
小
学
校
線
改
良
】
八
○

　
訂
。
松
代
松
之
山
線
歩
道
整
備

　
請
負
費
　
　
二
、
五
．
O
O
万
円

○
歩
道
整
備
用
地
買
収
二
〇
万
円

○
大
荒
戸
松
代
線
立
木
補
償
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詣
パ
五
万
円

○
臨
時
交
付
金
事
業
立
木
∴
電
柱

　
移
転
補
償
（
松
之
山
）
六
二
万
円

○
住
宅
管
理
費
（
防
露
工
事
・
除

　
湿
機
）
　
　
　
　
　
一
一
万
円

○
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
建

　
設
機
械
借
上
・
共
同
車
庫
建
設

　
工
事
等
不
足
分
）
三
六
四
万
円

▽
消
防
費

○
団
員
等
の
報
酬
改
訂
に
よ
る
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

▽
教
育
費

○
団
正
副
部
長
四
五
、
O
O
O
円

○
分
団
．
長
　
　
三
〇
、
八
○
○
円

o
副
分
団
長
　
二
七
、
六
〇
〇
円

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

　
（
追
加
）

○
松
之
山
小
学
校
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
O
灯

O
蝦
池
宮
中
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
解

○
北
浦
田
ス
キ
ー
場
線
（
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
O
O
灯

o
地
付
線
（
改
良
）
　
二
三
四
材

○
松
之
山
小
学
校
線
（
舗
装
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
O
薪

○
蝦
池
宮
中
線
（
特
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
肩

○
教
育
文
化
施
設
の
整
備
（
水
田

　
再
編
集
落
拠
点
施
設
）

請
　
　
・
陳

教
員
住
宅
の
請
負
三

道
が
整
備
さ
れ
る
事
業
な
ど
総
額

約
八
乎
八
．
白
万
円
が
追
加
さ
．
れ
た
。

　
　
一
般
質
問
は
本
山
｝
夫
議
員
、

田
辺
尚
二
議
員
、
高
橋
英
一
議
員

が
町
．
反
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

○
山
村
留
学
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

○
高
校
生
の
遠
距
離
通
学
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
．
乃
円

o
教
職
員
住
宅
。
工
事
費
増

　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
万
円

　
小
学
校
費

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ
と
事

　
業
．
五
二
．
乃
円

○
浦
田
小
学
校
駐
唯
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
〇
万
円

〇
三
省
小
学
校
プ
ー
ル
道
路
用
地

　
買
収
　
　
　
　
　
　
三
二
万
円

○
浦
田
小
復
写
機
　
　
三
二
万
円

　
中
学
校
費

○
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
エ
パ
万
円

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ
と
事

　
業
　
　
　
　
　
　
二
一
万
円

▽
災
虫
口
復
旧
費

○
町
道
災
害
復
旧
（
天
水
越
・
中

　
尾
・
五
十
子
平
・
黒
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
～
O
万
円

▽
公
債
費

○
起
債
繰
上
償
還
（
．
五
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
万
円

○
部
長
　
　
二
六
、
六
〇
〇
円

○
班
長
　
　
　
　
九
、
O
O
O
円

o
団
員
　
　
　
　
七
、
五
〇
〇
円

、
一
五
〇
万
円

○
産
業
の
振
興
（
林
産
集
落
振
興

　
対
策
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

○
教
職
員
住
宅
新
築
工
事
（
天
水

　
越
）
木
造
一
階
建
（
ピ
ロ
テ
ィ
ー

　
式
）
『
棟
。
三
、
一
五
〇
万
円

　
で
高
橋
組
が
請
負
。

▽
財
産
の
取
得
．

○
湿
地
ド
ー
ザ
i
（
十
二
，
！
級
）

　
一
台
。
　
一
、
四
〇
〇
万
円
で
キ

　
ャ
タ
ピ
ラ
三
菱
か
ら
購
人
。

▽
議
員
提
出
議
案
．

○
高
田
営
林
署
の
存
続
を
求
め
る

　
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

　
っ
た
。情

・
要
望

▽
地
方
、
、
ハ
ス
の
利
用
促
進
対
策
の

　
推
進
に
つ
い
て
（
陳
情
書
）

○
頸
城
自
動
車
労
働
組
合
、
他

▽
昭
和
六
十
年
産
米
の
政
府
買
入

　
価
格
な
ら
び
に
良
質
米
奨
励
金

　
の
現
行
確
保
等
に
関
す
る
請
願

書
．

○
松
之
山
町
農
業
協
同
組
合
、
浦

　
田
農
業
協
同
組
合
。

▽
国
民
食
料
の
安
定
供
給
な
ら
び

　
に
米
穀
政
策
の
確
立
に
関
す
る

請
願
書
．

○
松
之
山
町
農
業
協
同
組
合
、
浦

　
田
農
業
協
同
組
合
。

▽
昭
和
六
十
年
産
の
生
産
者
米
価

　
な
ら
び
に
食
糧
管
理
制
度
の
堅

　
持
に
関
す
る
要
望
書
。

○
松
之
山
町
農
業
委
員
会
。
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まつのやま（4）

1定コーナー

診の

診率95．6％

　
予
防
と
早
期
発
兄
で
町
民
の
健

康
を
守
ろ
う
と
、
ミ
ニ
ド
ッ
ク
「
総

合
検
診
」
が
六
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
の
．
五
日
間
、
町
民

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　
｝
．
般
健
康
診
査
に
は
、
事
業
所

等
に
勤
務
し
て
い
な
い
一
、
八
O
O

人
に
対
し
て
「
し
．
』
人
、
胃
ガ

ン
検
診
．
κ
．
κ
二
人
、
子
宮
ガ
ン
検

暖
か
い
ご
援
助

　
　
　
　
あ
り
が
と
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

が細
’菌夏

鞍硫食
霧鷺中
はすを　主
・い引　母

畠鎚に
の　て　』
衛すす　　，“

葛飾の子ども

　　　　70人

7月31日来町

　　’，陣
霧、、

　　　　際誠響弘艶

　　　ご　　　　　　．：窪

　　　一
▽生用

う　調管

。野心
指名　　の飾が飾
導と町自の　’区町
者ジを然子今の内
四ユ訪を供度清の

演一

　　。｝～、

　ン1・・睡鰭黙も論

に大 名二れ楽達は和六 冥

’切
ま　で のアるしが七小年

計リのむ来月学生
血圧測

ずす
手　　。

を

八　1は　。町三校が
十ダ　’　し十を五
名　1子　　　’一一訪月

総合検言
よ
く
洗

で六供　　松日問束
’名七　　之　　’し京
松　’十　　山葛た葛

受

▽　▽　▽　　　▽　▽ 事じ川　キ　　開之 ら　り　受　　　　そ　1几i診

細冷台十火調 がや遊ヤ三く山 ”診こ　れ人三
菌蔵所分を理 たがびン泊　oの 喜地率のぞ　’
を庫用に使し くい　’プ、四　　五 こ元も検れ結一食の品加　つた さ　も　ワ　　’日　　年 ばで年診受核人品過は熱て　ら ん掘ラ白の　　生 れ検々　も診検　’
に信常す調早 予　り　ぞ然日　　全 て診あ今し　診肺
付はに　る理め 定な　う　観程　　　員 い出が年たペガ着禁清　oすに
さ物潔　　　る　食

さ　ど　り察の　　と
れ楽つ　　’中　　　交

る来つが　。ノしン
oる　て三　　　…検

せ　。に　　食べ て　し　く　民に　　　歓 こ　来年　　　し診
な　　　。　　品　る
い　　　　　　　は　　。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

いい　り宿は　　会
有行　’　・・　を

と　て　目　　　人
二
か
お
で
　
　 が．㌃

老
人
福
祉
施
設
へ
の
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
＋
万
円
集
ま
る

　
老
人
福
祉
施
設
へ
の
肉
．
吋
附
を
皆

様
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
松

之
山
町
で
は
㎜
、
二
一
』
戸
か
ら

四
〇
、
乃
二
、
三
四
四
円
集
り
ま
し

た
。
「
、
一
協
力
あ
り
が
と
う
、
、
一
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
寄
附
は
、
柿
崎
町
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
建
設
費
は
国
や
県

で
負
担
す
る
が
、
附
属
施
設
の
整

備
や
設
凱
の
準
備
金
、

多
額
の
費
川
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
上
越
地
域
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
も
の
で
す
。

豪
雪
対
策
基
金

　
　
　
　
　
　
ニ
コ
よ
一
．
力
円
）

　
／
．
L
（
㎝
年
闘
の
み
）

占
賀
　
勝
次
（
東
京
都
台
東
区
）

　
二
日

［
メ
　
竹
治
（
東
京
都
府
中
市
）

　
一
口

　
　
　
吉
雄
（
毛
葉
県
浦
安
市
）

　
一
　
（
一
年
問
の
み
）

滝
沢
　
ハ
ヤ
（
埼
．
玉
県
伸
、
厭
市
）

村
山
基
＝
郎
（
挫
野
）

　
二
U

村
山
　
　
伸
（
湯
本
）

石
塚
　
正
彦
（
湯
之
島
）

　
三
口
（
↓
年
問
の
み
）

中
島
健
男
・
．
．
垢
子
（
水
梨
）

　
二
口
（
一
年
問
の
み
）

本
山
敏
雄
・
幸
恵
（
松
之
山
）

　
　
消
防
力
の
充
実
を

　
　
　
求
め
て
訓
練

　
町
の
消
防
力
の
充
実
を
求
め
て
、

消
防
団
員
の
半
日
訓
練
が
六
月
二

十
三
日
、
団
員
三
百
七
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
会
場
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

町
消
防
団
の
幹
部
や
消
防
署
員
の

指
導
に
よ
り
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
、
小
型
ポ

ン
プ
の
取
扱
い
な
ど
を
訓
練
し
た
。

　
七
月
十
日
午
後
一
時
か
ら
町
民

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
町
消
防
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

見
学
に
お
い
、
で
く
だ
さ
い
。

災害にそなえて訓練する消防団員

　
新
規
学
卒
求
人
は
早
目
に

　
来
春
三
月
に
学
校
卒
業
．
宇
｛
．
疋
者

求
人
巾
し
込
み
の
受
付
を
、
ヒ
月

…
H
か
ら
上
越
南
公
共
職
業
安
｛
．
叱

所
。
安
塚
出
張
所
．
で
始
め
ま
し
た
。

　
学
卒
求
人
は
、
お
早
目
に
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と

は
、
同
出
張
所
へ
。

9月27日㈹
　　～
10月20日（日）

会場：新潟市

場　
　
　
ね
を

田
〆
マ
、

冒－

町
青
年

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
六
月
ん
H
町
民
休
育
館
）

　
優
勝
睡
松
之
山
．
準
優
勝
財
東

川
。
三
位
”
教
員
、
布
川
。

（5）まつのやま

「
明
る
い
観
光
地
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
語
を
募
集
中

▽
応
募
資
格

　
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

▽
内
　
容

　
県
民
に
親
し
ま
れ
、
か
つ
四
次
．
r

　
を
通
じ
て
「
明
る
い
観
光
地
．
づ

　
く
り
県
民
運
動
」
の
魯
及
に
広

　
く
活
用
で
き
る
も
の
。

o
県
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
対

　
し
、
県
民
み
ん
な
、
で
心
の
こ
も

　
っ
た
も
て
な
し
を
す
る
よ
う
呼

　
び
か
け
る
も
の
。

o
観
光
地
を
美
し
く
き
れ
い
に
す

　
る
よ
う
呼
び
か
け
る
も
の
。

▽
応
募
方
法

o
必
ず
官
製
は
が
き
を
使
川
し
、

　
は
が
き
一
枚
に
つ
き
作
品
を
二

　
点
ま
、
で
記
入
で
き
る
（
一
人
で

　
何
枚
応
募
し
て
も
よ
い
）
．

O
は
が
き
に
は
、
必
ず
住
所
、
氏

　
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電

　
話
番
号
を
明
記
す
る
．

▽
締
切
日

　
し
月
卜
．
κ
H
（
当
日
消
印
の
あ

　
る
も
の
は
有
効
）

▽
発
　
表

　
一
月
下
旬
予
｛
．
疋
．

▽
表
　
彰

　
最
優
秀
作
品
一
点
、
優
秀
作
品

　
二
点
、
佳
作
．
κ
点
以
内
と
し
、

　
賞
状
お
よ
び
賞
品
を
贈
る
。

▽
応
募
先

　
〒
几
．
症
O
新
潟
市
新
光
町
四
番

　
地
一
、
新
潟
県
商
工
労
働
部
観

光
課
。

ときめく出会いだ人・ゆめ・クルマ

県民の待望久しかった関越白動車道がいよいよ　■賞品が当たる抽選シール付前売券は

今秋全線開通します．本年3月 ヒ齢幹線の上選の振興課でも発売しています・
野縣，，入れと合わせて轡勺な高速交通時代薮翻始＝昭和60年6月17日

となり、首都圏をはじめ全国との人的交流や物

区　　　　分 一』』」　　　　　　憎

昌り　　　冗： 当　　　日

卜
i 大　　人 1，000円 1，300円

1高　校　生
F 700円 1，000円

しト・中学生
5QO円 700円

幼　　　　児 200円 300円

的流通の促進が図られ、新潟県は日本海圏の拠

点として一層の飛躍が期待されます。

この磯に’交通面にスポットを当てて「人とくるま

の調和を求めて」をテーマに　「トランスポ’85

新湯」が開催されます。伸ぴゆく新潟の将来を

展望し、その発展のあり方を考えようとするイ

ベントです。
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診率95．6％
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。
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し
．
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、
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．
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．
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、
子
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暖
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た
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霧鷺中
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7月31日来町
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　　　一
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う　調管

。野心
指名　　の飾が飾
導と町自の　’区町
者ジを然子今の内
四ユ訪を供度清の

演一

　　。｝～、

　ン1・・睡鰭黙も論

に大 名二れ楽達は和六 冥

’切
ま　で のアるしが七小年

計リのむ来月学生
血圧測

ずす
手　　。

を

八　1は　。町三校が
十ダ　’　し十を五
名　1子　　　’一一訪月

総合検言
よ
く
洗

で六供　　松日問束
’名七　　之　　’し京
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受
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に信常す調早 予　り　ぞ然日　　全 て診あ今し　診肺
付はに　る理め 定な　う　観程　　　員 い出が年たペガ着禁清　oすに
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さ　ど　り察の　　と
れ楽つ　　’中　　　交

る来つが　。ノしン
oる　て三　　　…検

せ　。に　　食べ て　し　く　民に　　　歓 こ　来年　　　し診
な　　　。　　品　る
い　　　　　　　は　　。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

いい　り宿は　　会
有行　’　・・　を

と　て　目　　　人
二
か
お
で
　
　 が．㌃

老
人
福
祉
施
設
へ
の
寄
附
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四
＋
万
円
集
ま
る

　
老
人
福
祉
施
設
へ
の
肉
．
吋
附
を
皆

様
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
松

之
山
町
で
は
㎜
、
二
一
』
戸
か
ら

四
〇
、
乃
二
、
三
四
四
円
集
り
ま
し

た
。
「
、
一
協
力
あ
り
が
と
う
、
、
一
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
寄
附
は
、
柿
崎
町
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
建
設
費
は
国
や
県

で
負
担
す
る
が
、
附
属
施
設
の
整

備
や
設
凱
の
準
備
金
、

多
額
の
費
川
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
上
越
地
域
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
も
の
で
す
。

豪
雪
対
策
基
金

　
　
　
　
　
　
ニ
コ
よ
一
．
力
円
）

　
／
．
L
（
㎝
年
闘
の
み
）

占
賀
　
勝
次
（
東
京
都
台
東
区
）

　
二
日

［
メ
　
竹
治
（
東
京
都
府
中
市
）

　
一
口

　
　
　
吉
雄
（
毛
葉
県
浦
安
市
）

　
一
　
（
一
年
問
の
み
）

滝
沢
　
ハ
ヤ
（
埼
．
玉
県
伸
、
厭
市
）

村
山
基
＝
郎
（
挫
野
）

　
二
U

村
山
　
　
伸
（
湯
本
）

石
塚
　
正
彦
（
湯
之
島
）

　
三
口
（
↓
年
問
の
み
）

中
島
健
男
・
．
．
垢
子
（
水
梨
）

　
二
口
（
一
年
問
の
み
）

本
山
敏
雄
・
幸
恵
（
松
之
山
）

　
　
消
防
力
の
充
実
を

　
　
　
求
め
て
訓
練

　
町
の
消
防
力
の
充
実
を
求
め
て
、

消
防
団
員
の
半
日
訓
練
が
六
月
二

十
三
日
、
団
員
三
百
七
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
会
場
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

町
消
防
団
の
幹
部
や
消
防
署
員
の

指
導
に
よ
り
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
、
小
型
ポ

ン
プ
の
取
扱
い
な
ど
を
訓
練
し
た
。

　
七
月
十
日
午
後
一
時
か
ら
町
民

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
町
消
防
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

見
学
に
お
い
、
で
く
だ
さ
い
。

災害にそなえて訓練する消防団員

　
新
規
学
卒
求
人
は
早
目
に

　
来
春
三
月
に
学
校
卒
業
．
宇
｛
．
疋
者

求
人
巾
し
込
み
の
受
付
を
、
ヒ
月

…
H
か
ら
上
越
南
公
共
職
業
安
｛
．
叱

所
。
安
塚
出
張
所
．
で
始
め
ま
し
た
。

　
学
卒
求
人
は
、
お
早
目
に
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と

は
、
同
出
張
所
へ
。

9月27日㈹
　　～
10月20日（日）

会場：新潟市

場　
　
　
ね
を

田
〆
マ
、

冒－

町
青
年

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
六
月
ん
H
町
民
休
育
館
）

　
優
勝
睡
松
之
山
．
準
優
勝
財
東

川
。
三
位
”
教
員
、
布
川
。

（5）まつのやま

「
明
る
い
観
光
地
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
語
を
募
集
中

▽
応
募
資
格

　
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

▽
内
　
容

　
県
民
に
親
し
ま
れ
、
か
つ
四
次
．
r

　
を
通
じ
て
「
明
る
い
観
光
地
．
づ

　
く
り
県
民
運
動
」
の
魯
及
に
広

　
く
活
用
で
き
る
も
の
。

o
県
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
対

　
し
、
県
民
み
ん
な
、
で
心
の
こ
も

　
っ
た
も
て
な
し
を
す
る
よ
う
呼

　
び
か
け
る
も
の
。

o
観
光
地
を
美
し
く
き
れ
い
に
す

　
る
よ
う
呼
び
か
け
る
も
の
。

▽
応
募
方
法

o
必
ず
官
製
は
が
き
を
使
川
し
、

　
は
が
き
一
枚
に
つ
き
作
品
を
二

　
点
ま
、
で
記
入
で
き
る
（
一
人
で

　
何
枚
応
募
し
て
も
よ
い
）
．

O
は
が
き
に
は
、
必
ず
住
所
、
氏

　
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電

　
話
番
号
を
明
記
す
る
．

▽
締
切
日

　
し
月
卜
．
κ
H
（
当
日
消
印
の
あ

　
る
も
の
は
有
効
）

▽
発
　
表

　
一
月
下
旬
予
｛
．
疋
．

▽
表
　
彰

　
最
優
秀
作
品
一
点
、
優
秀
作
品

　
二
点
、
佳
作
．
κ
点
以
内
と
し
、

　
賞
状
お
よ
び
賞
品
を
贈
る
。

▽
応
募
先

　
〒
几
．
症
O
新
潟
市
新
光
町
四
番

　
地
一
、
新
潟
県
商
工
労
働
部
観

光
課
。

ときめく出会いだ人・ゆめ・クルマ

県民の待望久しかった関越白動車道がいよいよ　■賞品が当たる抽選シール付前売券は

今秋全線開通します．本年3月 ヒ齢幹線の上選の振興課でも発売しています・
野縣，，入れと合わせて轡勺な高速交通時代薮翻始＝昭和60年6月17日

となり、首都圏をはじめ全国との人的交流や物

区　　　　分 一』』」　　　　　　憎

昌り　　　冗： 当　　　日

卜
i 大　　人 1，000円 1，300円

1高　校　生
F 700円 1，000円

しト・中学生
5QO円 700円

幼　　　　児 200円 300円

的流通の促進が図られ、新潟県は日本海圏の拠

点として一層の飛躍が期待されます。

この磯に’交通面にスポットを当てて「人とくるま

の調和を求めて」をテーマに　「トランスポ’85

新湯」が開催されます。伸ぴゆく新潟の将来を

展望し、その発展のあり方を考えようとするイ

ベントです。
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まつのやま（6）

①過疎の現況と今後の方向

全国市町村数の35．4％
　全国土の45．8％が過疎地域

厳
し
い
自
然
条
件
と

　
　
　
　
　
　
ぜ
い
弱
な
財
政
力

　
過
疎
対
策
の
基
本
的
方
向
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国

土
庁
は
「
過
疎
地
域
の
現
状
と
位

置
付
け
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果

を
発
表
し
た
。

　
過
疎
地
域
市
町
村
の
数
は
、
昭

和
五
十
九
年
四
月
一
日
現
在
一
、

一
五
一
団
体
で
、
全
国
市
町
村
数

の
三
五
・
四
智
を
占
め
て
お
り
、

神
奈
川
県
と
大
阪
府
を
除
く
四
十

五
都
道
府
県
に
存
在
し
て
い
る
。

　
ま
た
　
そ
の
人
口
は
八
三
九
万

人
で
全
国
人
口
の
七
・
二
育
に
、

面
積
は
一
七
万
三
千
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
で
全
国
土
の
四
五
・
八
新

に
当
た
る
．

　
人
口
密
度
は
四
八
人
で
、
全
国

の
三
一
〇
人
お
よ
び
非
過
疎
地
域

の
人
口
密
度
五
三
一
人
と
比
較
す

る
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
　
（
松
之

山
町
の
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

の
人
口
密
度
は
五
三
・
五
人
）

，
　
『

“
．

過疎地域分布図

4！と

麟雨

ノ

．
ノ

ノ聯
も’　1．黒い部分は過疎地域市町村を示す。

　　　2．過疎地域市町村は、45都道府県にi，151団体存在する。

　　　3．要件は、15年間の国勢調査入口の減少率20％以上、財政

　　　　　力‡旨数（3力年平均〉0．37以下となっている。

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
経

済
の
高
度
成
長
に
伴
い
急
激
な
人

口
流
出
が
続
い
た
過
疎
地
域
に
お

い
て
も
、
近
年
、
人
口
減
少
率
の

鈍
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
従
来
、
低
下
を
続
け

て
い
た
人
口
減
少
率
も
近
年
は
横

ば
い
の
傾
向
に
あ
り
、
過
疎
地
域

の
動
向
は
、
な
お
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

（
松
之
山
町
の
人
口
の
動
向
は
、

昭
和
三
十
五
年
一
万
○
、
五
三
一

人
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
化
が
進
行

し
た
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
年

に
は
一
七
・
九
智
、
四
十
年
か
ら

四
十
五
年
に
は
二
〇
・
六
籍
の
大

幅
な
減
少
を
示
し
、
今
年
の
四
月

一
日
に
は
四
、
．
四
八
六
人
ま
で
減

少
し
て
い
る
）

　
過
疎
地
域
市
町
村
の
昭
和
五
十

六
年
か
ら
五
十
八
年
度
の
財
政
力

指
数
の
平
均
は
○
・
二
一
で
、
全

国
の
○
・
四
〇
と
比
べ
る
と
過
疎

地
域
市
町
村
の
財
政
力
は
極
め
て

ぜ
い
弱
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
国
の
財
政
力
指
数
の

平
均
と
過
疎
地
域
市
町
村
の
財
政

力
指
数
の
平
均
と
の
差
は
ま
す
ま

す
拡
大
し
て
い
る
。

（
松
之
山
町
の
昭
和
五
十
六
年
か

ら
五
十
八
年
度
の
財
政
力
指
数
の

平
均
○
・
二
二
）

過
疎
地
域
の
高
齢
化

　
　
　
　
　
　
二
十
年
近
く
先
行

　
過
疎
地
域
の
昭
和
五
十
五
年
の

年
齢
五
歳
階
級
別
人
口
の
構
成
比

は
、
O
歳
か
ら
四
十
四
歳
で
は
い

ず
れ
の
階
層
も
全
て
よ
り
比
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
等
中
高
年
齢
が

・
進
行
し
て
お
り
、
過
疎
地
域
は
、

全
国
よ
り
も
二
十
年
近
く
先
行
し

た
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
過
疎
地
域
の
人
口
に
占
め
る
六

十
五
歳
以
上
人
口
比
率
は
、
五
十

五
年
で
一
四
・
八
智
、
三
十
五
年

　
は
六
・
九
智
と
全
国
の
五
十
五
年

九
・
一
育
　
三
十
五
年
の
五
・
七

新
に
対
し
昭
和
五
十
五
年
は
五
・

七
智
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
省
の
推
計
で
は
、
七
十
二

年
で
一
四
・
四
育
、
七
十
五
年
で

一
五
・
六
育
、
八
十
五
年
で
一
八
・

八
智
と
な
っ
て
い
る
。

（
松
之
山
町
の
六
十
五
歳
以
上
の

比
率
は
、
五
十
五
年
が
一
七
・
七

響
、
今
年
四
月
一
日
は
一
、
一
〇
・
七

智
）

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

　
　
　
　
資
源
の
活
用
と
創
意
工
夫
を

　
低
下
し
て
い
た
人
口
減
少
率
も

こ
こ
数
年
は
、
横
ば
い
の
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
等
に
伴
い
、

今
後
な
お
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

　
　
0
4

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
げ
　
　
ひ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　

　
　

マ
　

マ
　

　
　

　
　
ら

　
　
　
～
　
、
、
～
　
～
～
～
～
　
～
　
～

　
　
0
0
5
0
5
0
5
0
5
0
5

　
　
1
9
9
8
8
7
7
6
6
5

の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
生
活
環
境
・
産
業
基
盤
等
の
整

備
に
よ
り
、
居
住
条
件
は
逐
年
改

善
が
図
ら
れ
て
お
り
、
公
共
施
設

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

10～14

5～9

0－4

松之山町の人口構成（S58年4月）

女

（7）まつのやま

男

020406080100120140160180200220240260280300

」
130028026024022020018016014012010080604020

00～10

95～99

90－94

85～89

80～84

75～79

70－74

65～69

60～64

55～59

50～54

45～49

40－44

35－39

30～34

25～29

20～24

15－19

10－14

5～9

0～4

の
整
備
水
準
等
は
向
上
し
て
い
る

が
、
生
産
・
雇
用
・
所
得
・
公
共

施
設
・
医
療
・
教
育
等
さ
ま
ざ
ま

な
面
に
お
い
て
な
お
格
差
が
あ
り
、

一
部
の
団
体
を
除
い
て
は
、
過
疎

か
ら
脱
却
で
き
る
目
途
が
た
っ
た

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。

團
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
置
か
れ

て
い
る
条
件
や
地
域
の
特
性
を
充

分
考
慮
し
、
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
て
、
地
域
の
果
た
す
、
べ
き
役
割
、

地
域
の
あ
る
べ
き
姿
に
見
合
っ
た

振
興
の
方
向
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

産
業
の
振
興

　
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
若
者

新潟県人口減少率

　ワースト10

松之山町の人ロの推移

　10，531人

　人1「「人

10，000

9，109人 i高柳町 △14．7％
9，000

2松代町 △14．0

8，000
7，473人 ⑨鹿瀬町 △13．9

④松之山町 △12．67，000

5，930人＿ ⑤湯沢町 △12．56，000

5，182人 ⑥粟，輸甫村 △11．7
5，000 4，486人

⑦牧　　村 △11．2

4，000
⑧山古志村 △10．0

⑨大島村 △9．3

⑩上川村 △8．9

昭和50～55年の国勢

調査人口による
総”

　年次

35　40　45　50　55604
年　年　年　年　年年月

の
定
住
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

魅
力
あ
る
就
業
の
場
を
創
出
す
る

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
資
源

の
活
用
と
創
意
工
夫
、
自
主
的
努

力
を
軸
と
し
た
積
極
的
な
対
応
が

望
ま
れ
る
．

都
市
等
と
の
交
流

　
過
疎
地
域
の
人
び
と
が
、
他
地

域
の
人
び
と
と
の
ふ
れ
合
い
を
通

じ
て
、
郷
土
の
良
さ
を
再
認
識
し
、

郷
土
の
愛
着
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
総
合
的

な
地
域
振
興
施
策
の
一
環
と
し
て

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
齢
化
へ
の
対
応

　
高
齢
者
が
地
域
社
会
に
お
い
て
、

積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
う
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
年
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
人

　
　
　
　
　
　
　
　
和
査

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
調

う
な
総
合
的
見
地
か
ら
の
高
齢
者

対
策
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。

　
交
通
条
件
・
医
療
・
教
育
・
文

　
化
等
定
住
環
境
の
改
善

　
道
路
網
の
一
層
の
整
備
に
よ
る

広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
、

交
通
手
段
の
確
保
・
医
療
対
策
の

噛
推
進
．
小
規
模
校
に
お
け
る
教
育

の
充
実
・
個
性
豊
か
な
地
域
文
化

の
創
造
・
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
定
住
環

境
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
％
。

　
国
民
全
体
の
立
場
か
ら
も

　
過
疎
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

　
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
英
知
の
結
果
に
よ
り
、
真

に
心
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
築
く
こ
と
、
国
民
全

体
の
立
場
か
ら
も
、
過
疎
地
域
に

対
す
る
理
解
や
認
識
を
深
め
、
積

極
的
に
、
、
ハ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

過疎地域の人ロ減少率

過疎地域 松之山町

35年～40年 △12．9％ △13．50％

40年～45年 △13．6 △17．96

45年～50年 △8．8 △20．65

50年～55年 △3．7 △12．61

55年～59年

（4年間）

△3．1 △13．43

35年～55年は国勢調査人口、55年～

59年は住民基本台帳人口による。
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①過疎の現況と今後の方向

全国市町村数の35．4％
　全国土の45．8％が過疎地域

厳
し
い
自
然
条
件
と

　
　
　
　
　
　
ぜ
い
弱
な
財
政
力

　
過
疎
対
策
の
基
本
的
方
向
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国

土
庁
は
「
過
疎
地
域
の
現
状
と
位

置
付
け
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果

を
発
表
し
た
。

　
過
疎
地
域
市
町
村
の
数
は
、
昭

和
五
十
九
年
四
月
一
日
現
在
一
、

一
五
一
団
体
で
、
全
国
市
町
村
数

の
三
五
・
四
智
を
占
め
て
お
り
、

神
奈
川
県
と
大
阪
府
を
除
く
四
十

五
都
道
府
県
に
存
在
し
て
い
る
。

　
ま
た
　
そ
の
人
口
は
八
三
九
万

人
で
全
国
人
口
の
七
・
二
育
に
、

面
積
は
一
七
万
三
千
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
で
全
国
土
の
四
五
・
八
新

に
当
た
る
．

　
人
口
密
度
は
四
八
人
で
、
全
国

の
三
一
〇
人
お
よ
び
非
過
疎
地
域

の
人
口
密
度
五
三
一
人
と
比
較
す

る
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
　
（
松
之

山
町
の
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

の
人
口
密
度
は
五
三
・
五
人
）

，
　
『

“
．

過疎地域分布図

4！と

麟雨

ノ

．
ノ

ノ聯
も’　1．黒い部分は過疎地域市町村を示す。

　　　2．過疎地域市町村は、45都道府県にi，151団体存在する。

　　　3．要件は、15年間の国勢調査入口の減少率20％以上、財政

　　　　　力‡旨数（3力年平均〉0．37以下となっている。

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
経

済
の
高
度
成
長
に
伴
い
急
激
な
人

口
流
出
が
続
い
た
過
疎
地
域
に
お

い
て
も
、
近
年
、
人
口
減
少
率
の

鈍
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
従
来
、
低
下
を
続
け

て
い
た
人
口
減
少
率
も
近
年
は
横

ば
い
の
傾
向
に
あ
り
、
過
疎
地
域

の
動
向
は
、
な
お
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

（
松
之
山
町
の
人
口
の
動
向
は
、

昭
和
三
十
五
年
一
万
○
、
五
三
一

人
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
化
が
進
行

し
た
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
年

に
は
一
七
・
九
智
、
四
十
年
か
ら

四
十
五
年
に
は
二
〇
・
六
籍
の
大

幅
な
減
少
を
示
し
、
今
年
の
四
月

一
日
に
は
四
、
．
四
八
六
人
ま
で
減

少
し
て
い
る
）

　
過
疎
地
域
市
町
村
の
昭
和
五
十

六
年
か
ら
五
十
八
年
度
の
財
政
力

指
数
の
平
均
は
○
・
二
一
で
、
全

国
の
○
・
四
〇
と
比
べ
る
と
過
疎

地
域
市
町
村
の
財
政
力
は
極
め
て

ぜ
い
弱
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
国
の
財
政
力
指
数
の

平
均
と
過
疎
地
域
市
町
村
の
財
政

力
指
数
の
平
均
と
の
差
は
ま
す
ま

す
拡
大
し
て
い
る
。

（
松
之
山
町
の
昭
和
五
十
六
年
か

ら
五
十
八
年
度
の
財
政
力
指
数
の

平
均
○
・
二
二
）

過
疎
地
域
の
高
齢
化

　
　
　
　
　
　
二
十
年
近
く
先
行

　
過
疎
地
域
の
昭
和
五
十
五
年
の

年
齢
五
歳
階
級
別
人
口
の
構
成
比

は
、
O
歳
か
ら
四
十
四
歳
で
は
い

ず
れ
の
階
層
も
全
て
よ
り
比
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
等
中
高
年
齢
が

・
進
行
し
て
お
り
、
過
疎
地
域
は
、

全
国
よ
り
も
二
十
年
近
く
先
行
し

た
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
過
疎
地
域
の
人
口
に
占
め
る
六

十
五
歳
以
上
人
口
比
率
は
、
五
十

五
年
で
一
四
・
八
智
、
三
十
五
年

　
は
六
・
九
智
と
全
国
の
五
十
五
年

九
・
一
育
　
三
十
五
年
の
五
・
七

新
に
対
し
昭
和
五
十
五
年
は
五
・

七
智
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
省
の
推
計
で
は
、
七
十
二

年
で
一
四
・
四
育
、
七
十
五
年
で

一
五
・
六
育
、
八
十
五
年
で
一
八
・

八
智
と
な
っ
て
い
る
。

（
松
之
山
町
の
六
十
五
歳
以
上
の

比
率
は
、
五
十
五
年
が
一
七
・
七

響
、
今
年
四
月
一
日
は
一
、
一
〇
・
七

智
）

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

　
　
　
　
資
源
の
活
用
と
創
意
工
夫
を

　
低
下
し
て
い
た
人
口
減
少
率
も

こ
こ
数
年
は
、
横
ば
い
の
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
等
に
伴
い
、

今
後
な
お
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

　
　
0
4

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
げ
　
　
ひ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　

　
　

マ
　

マ
　

　
　

　
　
ら

　
　
　
～
　
、
、
～
　
～
～
～
～
　
～
　
～

　
　
0
0
5
0
5
0
5
0
5
0
5

　
　
1
9
9
8
8
7
7
6
6
5

の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
生
活
環
境
・
産
業
基
盤
等
の
整

備
に
よ
り
、
居
住
条
件
は
逐
年
改

善
が
図
ら
れ
て
お
り
、
公
共
施
設
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松之山町の人口構成（S58年4月）
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の
整
備
水
準
等
は
向
上
し
て
い
る

が
、
生
産
・
雇
用
・
所
得
・
公
共

施
設
・
医
療
・
教
育
等
さ
ま
ざ
ま

な
面
に
お
い
て
な
お
格
差
が
あ
り
、

一
部
の
団
体
を
除
い
て
は
、
過
疎

か
ら
脱
却
で
き
る
目
途
が
た
っ
た

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。

團
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
置
か
れ

て
い
る
条
件
や
地
域
の
特
性
を
充

分
考
慮
し
、
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
て
、
地
域
の
果
た
す
、
べ
き
役
割
、

地
域
の
あ
る
べ
き
姿
に
見
合
っ
た

振
興
の
方
向
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

産
業
の
振
興

　
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
若
者

新潟県人口減少率

　ワースト10

松之山町の人ロの推移

　10，531人

　人1「「人

10，000

9，109人 i高柳町 △14．7％
9，000

2松代町 △14．0

8，000
7，473人 ⑨鹿瀬町 △13．9

④松之山町 △12．67，000

5，930人＿ ⑤湯沢町 △12．56，000

5，182人 ⑥粟，輸甫村 △11．7
5，000 4，486人

⑦牧　　村 △11．2

4，000
⑧山古志村 △10．0

⑨大島村 △9．3

⑩上川村 △8．9

昭和50～55年の国勢

調査人口による
総”

　年次

35　40　45　50　55604
年　年　年　年　年年月

の
定
住
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

魅
力
あ
る
就
業
の
場
を
創
出
す
る

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
資
源

の
活
用
と
創
意
工
夫
、
自
主
的
努

力
を
軸
と
し
た
積
極
的
な
対
応
が

望
ま
れ
る
．

都
市
等
と
の
交
流

　
過
疎
地
域
の
人
び
と
が
、
他
地

域
の
人
び
と
と
の
ふ
れ
合
い
を
通

じ
て
、
郷
土
の
良
さ
を
再
認
識
し
、

郷
土
の
愛
着
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
総
合
的

な
地
域
振
興
施
策
の
一
環
と
し
て

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
齢
化
へ
の
対
応

　
高
齢
者
が
地
域
社
会
に
お
い
て
、

積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
う
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
年
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
人

　
　
　
　
　
　
　
　
和
査

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
調

う
な
総
合
的
見
地
か
ら
の
高
齢
者

対
策
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。

　
交
通
条
件
・
医
療
・
教
育
・
文

　
化
等
定
住
環
境
の
改
善

　
道
路
網
の
一
層
の
整
備
に
よ
る

広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
、

交
通
手
段
の
確
保
・
医
療
対
策
の

噛
推
進
．
小
規
模
校
に
お
け
る
教
育

の
充
実
・
個
性
豊
か
な
地
域
文
化

の
創
造
・
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
定
住
環

境
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
％
。

　
国
民
全
体
の
立
場
か
ら
も

　
過
疎
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

　
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
英
知
の
結
果
に
よ
り
、
真

に
心
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
築
く
こ
と
、
国
民
全

体
の
立
場
か
ら
も
、
過
疎
地
域
に

対
す
る
理
解
や
認
識
を
深
め
、
積

極
的
に
、
、
ハ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

過疎地域の人ロ減少率

過疎地域 松之山町

35年～40年 △12．9％ △13．50％

40年～45年 △13．6 △17．96

45年～50年 △8．8 △20．65

50年～55年 △3．7 △12．61

55年～59年

（4年間）

△3．1 △13．43

35年～55年は国勢調査人口、55年～

59年は住民基本台帳人口による。
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讐糠

欝螂彰

　
県
で
は
こ
の
ほ
ど
県
内
三
十
七

ヵ
所
の
名
水
を
「
新
潟
県
の
名
水
」

に
指
定
し
た
が
　
こ
の
中
に
松
之

山
の
「
深
山
の
清
水
」
も
含
ま
れ

て
　
る

　
環
境
庁
で
は
全
国
の
「
名
水
百

選
」
を
指
定
し
た
が
、
県
の
名
水

は
こ
の
ミ
ニ
版
的
な
も
の
で
　
県

民
に
積
極
的
に
P
・
R
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
松
之
山
の
「
深
山
の
清
水
」
は

大
厳
寺
高
原
か
ら
野
々
海
に
通
じ

る
峰
越
林
道
の
途
中
に
湧
き
出
て

い
る
も
の
で
　
夏
は
観
光
客
の
の

ど
を
う
る
お
し
て
　
る

　
東
川
地
区
に
婦
人
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
フ
が
誕
生
し
た
。

　
重
野
婦
人
会
長
が
子
育
て
の
終

っ
た
婦
人
会
員
に
　
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
フ
の
加
入
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
　
二
十
人
を
こ
す
申
し
込
み

が
あ
り
　
六
月
十
日
か
ら
練
習
を

始
め
た
．

　
こ
れ
か
ら
は
、
月
二
回
程
度
の

予
定
で
夜
、
東
川
小
学
校
の
音
楽

の
先
生
か
ら
指
導
を
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
。

A（《（

成

婦人コーラス
　　　グルー

　
新
潟
日
報
紙
上
に
　
一
月
か
ら

六
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
松
之
山
の

農
業
問
題
を
読
ん
で
、
そ
の
苦
し

い
米
づ
く
り
を
知
っ
た
長
岡
市
の

阿
部
さ
ん
（
公
務
員
）
カ
・
　
不

用
と
な
っ
て
い
る
中
古
の
農
機
具

を
利
用
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

役
場
に
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
こ

の
ほ
ど
長
岡
へ
機
械
を
受
け
取
り

に
行
っ
て
来
た
．

　
贈
ら
れ
た
機
械
は
、
バ
イ
ン
ダ

ー
な
ど
四
種
類
．

・

愚
、
鰍

白いツバメ誕生

　
白
い
ツ
バ
メ
が
湯
山
の
樋
口
久

作
さ
ん
（
屋
号
中
道
）
で
誕
生
し

て
話
題
と
な
っ
て
　
る

　
樋
口
さ
ん
宅
の
玄
関
に
ツ
バ
メ

が
巣
を
か
け
　
六
月
中
旬
に
五
羽

の
ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
が
、
そ
の
中

の
一
羽
が
な
ん
と
ま
っ
白
。

　
親
ツ
バ
メ
の
運
ん
で
く
る
エ
サ

を
元
気
に
食
べ
て
い
る
こ
の
ヒ
ナ

の
成
長
を
　
毎
日
楽
し
み
に
家
族

み
ん
な
で
観
察
し
て
　
る

　
樋
口
さ
ん
は
こ
の
ヒ
ナ
が
大
き

く
な
っ
て
　
来
年
ま
た
帰
っ
て
来

て
欲
し
い
と
話
し
て
　
た
。

卜ブレゼ

防幼

　
消
防
署
で
は
、
子
供
の
時
か
ら

防
火
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
　
六
月
五

日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
！
前
で
保

育
園
児
に
防
火
指
導
を
し
た
。

　
こ
の
日
　
シ
ゴ
ヰ
　
大
型
消
防

車
、
イ
型
消
防
車
、
救
急
車
や
署

員
手
造
り
の
ミ
ニ
カ
ー
に
園
児
を

の
せ
、
子
供
達
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。

　
ハ
シ
ゴ
車
は
三
十
五
揖
の
高
さ

ま
で
の
び
、
消
防
署
員
ま
一
緒
に

子
供
達
も
上
ま
で
の
せ
て
も
ら
っ

東姻ゆちや纂
¢ラガ騨檬

　
東
京
新
宿
区
の
植
木
久
治
さ
ん

（
6
2
）
よ
、
松
之
山
の
人
里
離
れ

た
ブ
ナ
林
（
光
間
と
松
口
の
中
問
）

に
三
年
前
、
カ
マ
ボ
コ
型
の
車
庫

を
改
造
し
た
別
荘
を
建
て
た
。

　
以
来
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
も

な
く
　
夜
は
ラ
ン
フ
で
明
り
を
と

　
　
水
は
タ
テ
井
戸
を
利
用
し
て

春
・
夏
・
秋
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
月

位
ず
つ
滞
在
し
て
松
之
山
の
自
然

を
楽
し
ん
で
　
る

　
植
木
さ
ん
は
松
之
山
兎
口
出
身

で
　
東
京
で
約
四
十
年
間
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
し
て
い
た
が
　
定

年
を
機
会
に
ふ
る
里
で
の
別
荘
生

活
を
始
め
た
．
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県
で
は
こ
の
ほ
ど
県
内
三
十
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ヵ
所
の
名
水
を
「
新
潟
県
の
名
水
」

に
指
定
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が
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中
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松
之

山
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「
深
山
の
清
水
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選
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P
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R
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山
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光
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川
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グ
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ー
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誕
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。
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．
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A（《（

成
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潟
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岡
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岡
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械
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．
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．
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。
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し
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っ
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お
気
軽
に
相
叢
を

　
　
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
福
原
，
雄
さ
ん
　
　
行
六
⊥
二
三
四

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
亡
保
　
　
待
・
生
活
権
の
侵
害
な
ど
で
お
困

境
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
　
　
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
を
　
　
だ
さ
い
。

図
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
し
、
内
容
は

　
私
的
制
裁
、
名
誉
信
用
等
の
侵
　
　
他
に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

害
・
村
八
分
・
教
育
を
受
け
る
権
　
　
ま
ぜ
ん
の
で
、
安
心
し
て
晒
、
｝
相
談

利
の
侵
害
・
強
制
圧
迫
・
酷
使
虐
　
　
く
だ
さ
、
い
『
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
〃

　
留
守
番
の
お
年
寄
り
を
ね
ら
つ

て
強
引
に
売
り
つ
け
た
り
、
老
後

の
た
め
の
退
職
金
や
年
金
な
ど
の

貯
え
を
ね
ら
っ
た
、
悪
質
な
訪
問

販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
㌦
、
一
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

紛成
孟糖人
よ日

壕式

▽
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
該
当
者
　
昭
和
四
卜
年
四
月
二

八
月
十
四
日

　
・
日
か
ら
四
十
一
年
四
月
一
日
生

　
　
ま
れ
。

　
　
▽
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
公
民
館

　
　
　
費
六
上
三
六
五
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
0

税
務
職
目
貝
募
集

▽
昭
和
六
十
年
度
国
家
公
務
員
採

　
用
三
種
試
験
（
税
務
職
員
）

　
「
税
務
大
学
校
生
」
高
卒
程
度

▽
受
験
資
格
・
昭
和
四
十
年
四
月

　
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月

　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

▽
受
付
期
間
・
七
月
十
日
か
ら
七

法
－
ひ

商
蒲

チ
凝

レ
鎖
ま

切
漣
う

待
望
の
カ
ー
ド
公
衆
電
話

　
　
　
松
之
山
に
設
置
さ
れ
る

　
待
望
の
カ
ー
ド
公
衆
電
話
を
、

松
之
山
電
報
電
話
局
の
窓
口
に
設

置
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
｛
、
｝

利
用
く
だ
さ
い
．

　
カ
ー
ド
公
衆
電
話
は
、
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
と
十
円
、
百
円
硬
貨
も

利
用
で
き
る
硬
貨
併
用
式
で
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
公
衆
電
話
設
置
に

伴
な
い
、
青
公
衆
電
話
を
撤
去
し

ま
し
た
の
で
、
窓
口
営
業
時
間
外

に
電
報
を
発
信
さ
れ
る
ど
き
は
、

お
宅
の
電
話
か
赤
電
話
を
噛
、
》
利
用

く
だ
さ
い
．

　
（
電
報
を
電
話
で
申
し
込
む
と

き
は
一
一
五
番
へ
）

　
ま
た
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、

蓼
っ
彦
タ

電
話
局
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

五
百
円
、
千
円
、
三
千
円
、
五
千

円
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
全
国
的
鶴
標
準
も

の
と
、
各
県
軌
、
｝
と
に
発
行
す
る
地

方
版
と
が
あ
り
、
郵
便
切
手
と
同

様
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
全

国
的
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
お
り
ま

す
。　

な
お
、
新
潟
県
で
は
「
と
き
」

と
「
雪
椿
」
の
二
種
類
を
発
行
し

ま
し
た
が
「
と
き
」
は
既
に
売
切

れ
と
な
り
、
八
月
に
再
発
売
の
予

｛
疋
で
す
．

（
N
T
T
松
之
山
電
報
電
話
局
）

教
科
書
展
示
会

▽
日
時

　
七
月
一
日
～
七
月
十
一
日

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
（
土
曜
は
十
二
時
ま
で
、
日
曜

は
休
館
）

▽
△
云
場

　
安
塚
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
安
塚
町
・
理
科
教
育
セ
ン
タ

　
ー
内
・
費
二
－
二
二
〇
九
）

▽
展
一
示
教
科
書

　
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
全
国
で

　，

使
用
さ
れ
る
小
学
校
教
科
書
の

　
全
部
．

▽
そ
の
他

○
昭
和
六
十
一
年
度
に
教
科
書
は

　
全
部
改
訂
に
な
り
ま
す
。

○
入
場
資
格
等
の
制
限
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

　
月
十
七
日
ま
、
で

▽
試
験
日
・
第
一
次
試
験
日
は
ヨ

月
↓
パ
日
．

▽
試
験
地
・
県
内
は
新
潟
市
・
長

　
岡
市
・
上
越
市
．

▽
合
格
発
表
・
第
一
次
は
十
一
月

　
六
日
、
最
終
は
十
二
月
二
十
日

▽
お
問
い
合
わ
せ
先
、
高
田
税
務

　
署
へ
。

▽
自
分
一
人
で
決
め
ず
に
必
ず
親

　
兄
弟
等
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
考
え
る
時
間
も
与
え
ず
に
契
約

　
を
強
制
し
て
く
る
よ
う
な
場
合

　
は
、
相
手
が
親
し
い
友
達
で
も

　
キ
ッ
。
ハ
リ
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
頃
、
余
り
つ
き
あ
い
の
な
い

　
同
窓
生
な
ど
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

　
や
キ
ャ
ン
プ
等
に
誘
わ
れ
た
後

　
で
、
商
品
販
売
に
つ
い
て
の
説

　
明
会
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
時
は
、

　
マ
ル
チ
商
法
で
あ
る
と
疑
っ
た

　
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

▽
話
が
う
ま
す
ぎ
た
り
、
わ
か
り

務日月　　長　　十　　1　　館　　生
　o

文化講演会

写真家

英　伸三先生
8月10日午後1時から

会場自然休養村センター
イヒ

防ごう非行
　　助けよう立ぢ直り

一一一・7月は

「社会を明るくする運動」月間です

濠、癖蔽
・畿’輩骸鱒
　●　　　　　、　　　　9
　◎　　o

鍵罫f望誉マ鮭艇

　
に
く
い
場
合
は
納
得
が
い
く
ま

　．

で
よ
く
確
め
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
を
す
る
前
に
は
、
書
面
を

　
よ
く
読
ん
で
確
め
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
を
し
た
場
合
は
、
も
う
一

　
度
、
本
当
に
自
分
が
や
っ
て
行

　
け
る
か
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

　
る
こ
と
が
な
い
か
等
を
冷
静
に

　
考
え
、
不
安
が
あ
る
場
合
は
ク

　
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
活
用

　
し
ま
し
ょ
う
。

※
マ
ル
チ
商
法
の
苦
情
は
、
東
京

通
商
産
業
局
消
費
者
相
談
室
（
O

O
三
1
≡
六
－
五
六
四
一
）
へ
．

、
レ

ぐ

0肇）まつのやま

「社会を明るくする運動」は、わ

たしたち皆が、犯罪の防LLと罪を

犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場から犯罪

や）非行のない明るい社会を築こう

とする運動でず。

鰍坐熱灘蝦騨蛎屡
8月7日㈱14：00　　　娩

　　　　　　　　上越文イヒ会館
　　　　　　　　　　　　　　1部ブラームス：アヴニブィドで好評発売中　　　　　　　　　　　　　2部　世界の民謡

DO円　　　　　　　　　3部チェコス・ヴァキフ
DO円　　　　　　　　　　　　　主催上越市・上越文
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　O255－25

・
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0
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え
て
い
ま

す
の
で
㌦
、
一
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

紛成
孟糖人
よ日

壕式

▽
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
該
当
者
　
昭
和
四
卜
年
四
月
二

八
月
十
四
日

　
・
日
か
ら
四
十
一
年
四
月
一
日
生

　
　
ま
れ
。

　
　
▽
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
公
民
館

　
　
　
費
六
上
三
六
五
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
0

税
務
職
目
貝
募
集

▽
昭
和
六
十
年
度
国
家
公
務
員
採

　
用
三
種
試
験
（
税
務
職
員
）

　
「
税
務
大
学
校
生
」
高
卒
程
度

▽
受
験
資
格
・
昭
和
四
十
年
四
月

　
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月

　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

▽
受
付
期
間
・
七
月
十
日
か
ら
七

法
－
ひ

商
蒲

チ
凝

レ
鎖
ま

切
漣
う

待
望
の
カ
ー
ド
公
衆
電
話

　
　
　
松
之
山
に
設
置
さ
れ
る

　
待
望
の
カ
ー
ド
公
衆
電
話
を
、

松
之
山
電
報
電
話
局
の
窓
口
に
設

置
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
｛
、
｝

利
用
く
だ
さ
い
．

　
カ
ー
ド
公
衆
電
話
は
、
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
と
十
円
、
百
円
硬
貨
も

利
用
で
き
る
硬
貨
併
用
式
で
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
公
衆
電
話
設
置
に

伴
な
い
、
青
公
衆
電
話
を
撤
去
し

ま
し
た
の
で
、
窓
口
営
業
時
間
外

に
電
報
を
発
信
さ
れ
る
ど
き
は
、

お
宅
の
電
話
か
赤
電
話
を
噛
、
》
利
用

く
だ
さ
い
．

　
（
電
報
を
電
話
で
申
し
込
む
と

き
は
一
一
五
番
へ
）

　
ま
た
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、

蓼
っ
彦
タ

電
話
局
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

五
百
円
、
千
円
、
三
千
円
、
五
千

円
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
全
国
的
鶴
標
準
も

の
と
、
各
県
軌
、
｝
と
に
発
行
す
る
地

方
版
と
が
あ
り
、
郵
便
切
手
と
同

様
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
全

国
的
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
お
り
ま

す
。　

な
お
、
新
潟
県
で
は
「
と
き
」

と
「
雪
椿
」
の
二
種
類
を
発
行
し

ま
し
た
が
「
と
き
」
は
既
に
売
切

れ
と
な
り
、
八
月
に
再
発
売
の
予

｛
疋
で
す
．

（
N
T
T
松
之
山
電
報
電
話
局
）

教
科
書
展
示
会

▽
日
時

　
七
月
一
日
～
七
月
十
一
日

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
（
土
曜
は
十
二
時
ま
で
、
日
曜

は
休
館
）

▽
△
云
場

　
安
塚
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
安
塚
町
・
理
科
教
育
セ
ン
タ

　
ー
内
・
費
二
－
二
二
〇
九
）

▽
展
一
示
教
科
書

　
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
全
国
で

　，

使
用
さ
れ
る
小
学
校
教
科
書
の

　
全
部
．

▽
そ
の
他

○
昭
和
六
十
一
年
度
に
教
科
書
は

　
全
部
改
訂
に
な
り
ま
す
。

○
入
場
資
格
等
の
制
限
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

　
月
十
七
日
ま
、
で

▽
試
験
日
・
第
一
次
試
験
日
は
ヨ

月
↓
パ
日
．

▽
試
験
地
・
県
内
は
新
潟
市
・
長

　
岡
市
・
上
越
市
．

▽
合
格
発
表
・
第
一
次
は
十
一
月

　
六
日
、
最
終
は
十
二
月
二
十
日

▽
お
問
い
合
わ
せ
先
、
高
田
税
務

　
署
へ
。

▽
自
分
一
人
で
決
め
ず
に
必
ず
親

　
兄
弟
等
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
考
え
る
時
間
も
与
え
ず
に
契
約

　
を
強
制
し
て
く
る
よ
う
な
場
合

　
は
、
相
手
が
親
し
い
友
達
で
も

　
キ
ッ
。
ハ
リ
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
頃
、
余
り
つ
き
あ
い
の
な
い

　
同
窓
生
な
ど
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

　
や
キ
ャ
ン
プ
等
に
誘
わ
れ
た
後

　
で
、
商
品
販
売
に
つ
い
て
の
説

　
明
会
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
時
は
、

　
マ
ル
チ
商
法
で
あ
る
と
疑
っ
た

　
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

▽
話
が
う
ま
す
ぎ
た
り
、
わ
か
り

務日月　　長　　十　　1　　館　　生
　o

文化講演会

写真家

英　伸三先生
8月10日午後1時から

会場自然休養村センター
イヒ

防ごう非行
　　助けよう立ぢ直り

一一一・7月は

「社会を明るくする運動」月間です

濠、癖蔽
・畿’輩骸鱒
　●　　　　　、　　　　9
　◎　　o

鍵罫f望誉マ鮭艇

　
に
く
い
場
合
は
納
得
が
い
く
ま

　．

で
よ
く
確
め
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
を
す
る
前
に
は
、
書
面
を

　
よ
く
読
ん
で
確
め
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
を
し
た
場
合
は
、
も
う
一

　
度
、
本
当
に
自
分
が
や
っ
て
行

　
け
る
か
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

　
る
こ
と
が
な
い
か
等
を
冷
静
に

　
考
え
、
不
安
が
あ
る
場
合
は
ク

　
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
活
用

　
し
ま
し
ょ
う
。

※
マ
ル
チ
商
法
の
苦
情
は
、
東
京

通
商
産
業
局
消
費
者
相
談
室
（
O

O
三
1
≡
六
－
五
六
四
一
）
へ
．

、
レ

ぐ

0肇）まつのやま

「社会を明るくする運動」は、わ

たしたち皆が、犯罪の防LLと罪を

犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場から犯罪

や）非行のない明るい社会を築こう

とする運動でず。

鰍坐熱灘蝦騨蛎屡
8月7日㈱14：00　　　娩

　　　　　　　　上越文イヒ会館
　　　　　　　　　　　　　　1部ブラームス：アヴニブィドで好評発売中　　　　　　　　　　　　　2部　世界の民謡

DO円　　　　　　　　　3部チェコス・ヴァキフ
DO円　　　　　　　　　　　　　主催上越市・上越文
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　O255－25

・
0
0
）
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大
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ー
の
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o
ー

まつのやま（12）

夏
休
み
教
室

．
　
　
　
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
リ
ー
、
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で
は

「
母
と
子
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
「
短

期
水
泳
教
室
」
「
ワ
ン
パ
ク
教
室
」

「
楽
し
い
自
由
研
究
相
談
室
」
の

夏
休
み
教
室
を
開
く
。
参
加
料
は

無
料
．母

と
子
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
期
日
”
八
月
一
日
（
木
）
～
八

月
五
日
（
月
）

▽
時
間
“
午
前
十
時
半
～
十
こ
時

　
半
。
午
後
一
時
半
～
三
時
半
。

▽
対
象
鑓
母
親
と
五
歳
以
上
の
幼

　
児
か
ら
小
学
二
年
生
ま
で
。

▽
定
員
“
一
教
室
二
十
組
（
四
十

人
）

▽
締
め
切
り
睡
七
月
十
五
日
（
月
）

▽
期
日
睡
第
一
期
七
月
二
十
五
日

　
～
三
十
日
、
第
二
期
八
月
五
日

　
～
十
日
、
第
三
期
八
月
二
十
日

～
二
＋
五
日
。

▽
時
間
H
A
コ
ー
ス
午
後
五
時
半

　
～
六
時
半
。
B
コ
ー
ス
午
後
六

時
半
～
七
時
半
．

▽
対
象
”
よ
く
泳
げ
な
い
小
学
生
。

▽
定
員
貼
一
コ
ー
ス
五
十
人
。

▽
締
め
切
り
七
月
二
十
日
。

▽
期
間
昌
夏
休
み
中
の
毎
週
火
曜

　
日
（
七
月
三
十
日
、
八
月
六
日
、

　
十
三
日
、
二
十
日
、
二
十
七
日
）

▽
時
間
“
午
前
十
時
半
～
十
二
時
。

▽
定
員
”
三
十
人
。

▽
締
め
切
り
睡
七
月
二
十
日
。

楽
し
い
自
由
研
究
相
談
室

▽
期
間
“
前
半
七
月
二
十
六
日
～

　
七
月
二
十
九
日
。
後
半
八
月
二

　
十
四
日
～
八
月
二
十
七
日
。

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
つ
い
て

計
画
立
案
、
研
究
方
法
か
ら
ま
と

め
ま
で
、
上
越
教
育
大
学
の
学
生

さ
ん
が
幅
広
い
相
談
を
受
け
、
夏

休
み
の
学
習
の
手
助
け
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　
来
館
さ
れ
た
時
に
、
い
つ
で
も

相
談
を
受
け
ま
す
。

※
詳
細
や
申
し
込
み
は
〒
9
4
2

上
越
市
下
門
前
四
四
六
ー
二
、
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
へ
。

（
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
生
徒

氏
名
・
保
護
者
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
コ
ー

ス
名
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

夏
を
楽
し
く
安
全
に

　
　
　
「
水
の
事
故
」

　
　
　
「
花
火
の
事
故
」
に
注
意

　
夏
に
な
る
と
　
昼
間
は
水
泳
、

夜
は
花
火
を
楽
し
む
お
子
さ
ん
も

多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
ど
ち
ら
も
夏
と
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
縁
の
あ
る
も
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
親
が
油
断
を
す
る
と
事

故
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
の
事
故
に
注
意

▽
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊

　
び
に
行
か
せ
な
い
。
行
く
と
き

　
は
保
護
者
や
大
人
が
必
ず
同
伴

　
す
る
。
特
に
、
幼
児
が
い
る
場

　
合
は
、
常
に
目
を
離
さ
な
い
よ

　
う
に
す
る
。

▽
雨
降
り
の
後
な
ど
で
川
や
用
水

　
堀
が
増
水
し
て
い
る
と
き
は
、

　
子
供
た
ち
を
近
づ
け
な
い
よ
う

　
注
意
す
る
．

　
花
火
の
事
故
に
注
意

▽
空
を
飛
ん
だ
り
、
火
花
が
吹
き

　
出
す
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
広

　
い
場
所
を
選
ん
で
や
り
ま
し
よ

　
う
。
ま
た
、
風
の
強
い
と
き
な

　
ど
は
、
花
火
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
に
火
を
つ
け
る
前
に
は
必

　
ず
説
明
書
き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
だ
け
で
花
火
を
す
る
の
は

　
危
険
で
す
。
必
ず
大
人
が
付
き

　
添
い
ま
し
ょ
う
。

▽
水
の
入
っ
た
、
、
ハ
ケ
ツ
を
用
意
し

　
燃
え
つ
き
た
花
火
や
マ
ッ
チ
は

　
必
ず
こ
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

切
手

　
ニ
ュ
ー
ス

記
念
切
手
発
行
予
定

7
月
2
0
日

7
月
2
3
日

7
月
3
1
日

郵便局

国
際
青
年
年
（
6
0
円
）

ふ
み
の
日

（
4
0
円
・
60
円
）

高
山
植
物
シ
リ
ー
ズ

第
五
集
（
60
円
二
種
）

覧
東
北
電
・

▽
七
月
十
七
日
（
水
）

○
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

○
水
梨
・
小
谷

入
札
結
果

▽
教
第
五
号
　
教
員
住
宅
新
築

（
天
水
越
V
木
造
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
式

　
高
橋
組
　
　
三
、
一
五
〇
万
円

▽
振
第
四
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
大
厳
寺
山
伏
山
線
　
二
九
〇
灯

　
福
田
道
路
　
　
　
五
四
〇
万
円

▽
振
第
五
号
・
鏡
ケ
池
公
園
工
事

　
グ
リ
ー
ン
産
業
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　
　
　
九
七
〇
万
円

▽
振
第
七
号
　
林
産
集
落
振
興
対

策
．
作
業
用
建
物

　
大
武
工
務
店
　
　
七
六
〇
万
円

▽
建
第
十
一
号
　
地
域
防
雪
体
制

　
（
浦
田
）
共
同
車
庫
・
六
棟

　
飯
塚
建
設
　
二
、
〇
五
〇
万
円

▽
建
第
十
二
号
　
松
口
松
之
山
線

　
舗
装
（
松
口
）
　
　
五
六
〇
肩

　
上
越
舗
道
　
一
、
四
三
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
　
東
川
藤
倉
天
水

　
越
線
舗
装
（
東
川
）
＝
一
二
眉

福
田
道
路

▽
建
第
＋
四
号

　
（
黒
倉
）

高
橋
組

▽
産
第
＋
五
号

整
備
、

飯
塚
組

▽
産
第
＋
六
号

福
田
道
路

　
三
六
〇
万
円

地
付
線
改
良

　
　
一
一
⊥
パ
○
后

　
九
山
パ
○
万
円

農
村
基
盤
総
合

　
　
　
湯
之
島
地
区
ホ
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
農
村
基
盤
総
合

整
備
．
湯
之
島
地
区
農
道
整
備

　
　
　
　
　
　
四
八
○
万
円

：たらどう

調
停
は
示
談
と
裁
判
の
中
間
に
あ
た
る
方
法

　
加
害
者
に
誠
意
が
な
く
、
示
談

交
渉
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、
納
得

で
き
る
条
件
も
だ
さ
ず
事
実
上
う

や
む
や
に
さ
れ
た
り
す
る
と
、
被

害
者
は
困
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合

は
「
調
停
」
や
「
裁
判
」
に
か
け

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
調
停
は
、
ち
ょ
う
ど
示
談
と
裁

判
の
中
間
に
あ
た
る
方
法
で
、
手

軽
に
賠
償
問
題
を
解
決
で
き
る
こ

と
か
ら
、
最
近
盛
ん
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
示
談
が
当
事
者
だ
け
の
話
し
合

い
だ
と
す
れ
ば
、
調
停
は
法
律
上

権
威
の
あ
る
専
門
家
を
仲
だ
ち
と

し
た
、
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い

だ
と
い
え
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
、
簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て

調停委員会がまとめ役
まとまると「調停調書」が

作成される

（13）まつのやま

　
調
停
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
相
手
方
の
住

所
を
管
轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
、

調
停
を
申
し
立
て
ま
す
。

　
対
人
事
故
に
関
し
て
は
、
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
者
の
住
所
を
管

轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
提
出
す
る
申
立
書
に
は
、
①
申

立
人
と
相
手
方
の
住
所
・
氏
名
、

②
事
故
の
内
容
、
③
支
払
い
を
求

め
る
金
額
を
は
っ
き
り
記
載
し
ま

す
。　

申
立
書
を
書
く
の
が
む
ず
か
し

け
れ
ば
、
・
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
っ

て
い
っ
て
、
口
頭
で
申
し
立
て
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
手
数
料
は
、
収
入
印
紙
で
納
め

調
停
を
求
め
る
金
額
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
五
十
万

円
は
二
千
八
百
円
、
百
万
円
は
五

千
三
百
円
、
三
百
万
円
は
一
万
三

千
三
百
円
、
五
百
万
円
は
一
万
七

千
三
百
円
に
な
り
ま
す

　
請
求
額
が
き
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
さ
し
あ
た
り
、
五
千
五
十
円

の
印
紙
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
こ
の
調
停
は
、
調
停
主
任
判
事

一
名
と
調
停
委
貝
二
名
以
上
で
構

成
さ
れ
る
調
停
委
貝
会
が
当
た
り

ま
す
。
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
委

員
会
は
日
を
き
め
て
両
当
事
者
を

呼
び
出
し
ま
す
が
、
当
事
者
は
出

頭
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
裁
判
と
ち
が
っ
て
、
調
停
は
当

事
者
が
自
由
に
お
た
が
い
の
い
い

分
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
停
委
員
会
は
、
双
方
の
い
い
分

を
き
き
な
が
ら
、
折
り
合
い
が
つ

く
よ
う
な
案
を
考
え
、
ま
と
め
役

を
つ
と
め
て
く
れ
ま
す
。

　
当
事
者
双
方
の
つ
ご
う
が
つ
き

さ
え
す
れ
ば
、
毎
週
で
も
委
貝
会

を
開
い
て
く
れ
ま
す
の
で
、
折
り

合
い
の
っ
く
状
況
な
ら
解
決
も
早

い
わ
け
で
す
．

　
・
ま
た
、
弁
護
士
だ
け
で
な
く
家

族
や
知
人
で
も
代
理
人
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
も
便
利
で
す
。

　
解
決
案
が
ま
と
ま
れ
ば
、
そ
の

内
容
を
も
と
に
調
停
調
書
が
作
成

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
確
定
判
決
と

同
じ
効
力
が
あ
り
、
強
制
執
行
が

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
調
停
は
も
と
も
と
『

種
の
話
し
合
い
で
■
す
か
ら
、
　
一
方

が
同
意
し
な
い
か
ぎ
り
成
立
し
ま

せ
ん
し
、
相
手
が
出
頭
し
な
け
れ

ば
そ
れ
ま
で
（
制
裁
は
五
万
円
以

下
の
過
料
だ
け
。
民
事
調
停
法
三

四
条
）
と
い
う
弱
い
面
は
あ
り
ま

す
。

交
通
事
故
の
　
　
　
社
団
法
人
自
本
損
害
保
険
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ご
相
談
は
去
〇
二
五
二
（
二
五
二
八
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階



ー
の
o
o
ー

まつのやま（12）

夏
休
み
教
室

．
　
　
　
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
リ
ー
、
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で
は

「
母
と
子
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
「
短

期
水
泳
教
室
」
「
ワ
ン
パ
ク
教
室
」

「
楽
し
い
自
由
研
究
相
談
室
」
の

夏
休
み
教
室
を
開
く
。
参
加
料
は

無
料
．母

と
子
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
期
日
”
八
月
一
日
（
木
）
～
八

月
五
日
（
月
）

▽
時
間
“
午
前
十
時
半
～
十
こ
時

　
半
。
午
後
一
時
半
～
三
時
半
。

▽
対
象
鑓
母
親
と
五
歳
以
上
の
幼

　
児
か
ら
小
学
二
年
生
ま
で
。

▽
定
員
“
一
教
室
二
十
組
（
四
十

人
）

▽
締
め
切
り
睡
七
月
十
五
日
（
月
）

▽
期
日
睡
第
一
期
七
月
二
十
五
日

　
～
三
十
日
、
第
二
期
八
月
五
日

　
～
十
日
、
第
三
期
八
月
二
十
日

～
二
＋
五
日
。

▽
時
間
H
A
コ
ー
ス
午
後
五
時
半

　
～
六
時
半
。
B
コ
ー
ス
午
後
六

時
半
～
七
時
半
．

▽
対
象
”
よ
く
泳
げ
な
い
小
学
生
。

▽
定
員
貼
一
コ
ー
ス
五
十
人
。

▽
締
め
切
り
七
月
二
十
日
。

▽
期
間
昌
夏
休
み
中
の
毎
週
火
曜

　
日
（
七
月
三
十
日
、
八
月
六
日
、

　
十
三
日
、
二
十
日
、
二
十
七
日
）

▽
時
間
“
午
前
十
時
半
～
十
二
時
。

▽
定
員
”
三
十
人
。

▽
締
め
切
り
睡
七
月
二
十
日
。

楽
し
い
自
由
研
究
相
談
室

▽
期
間
“
前
半
七
月
二
十
六
日
～

　
七
月
二
十
九
日
。
後
半
八
月
二

　
十
四
日
～
八
月
二
十
七
日
。

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
つ
い
て

計
画
立
案
、
研
究
方
法
か
ら
ま
と

め
ま
で
、
上
越
教
育
大
学
の
学
生

さ
ん
が
幅
広
い
相
談
を
受
け
、
夏

休
み
の
学
習
の
手
助
け
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　
来
館
さ
れ
た
時
に
、
い
つ
で
も

相
談
を
受
け
ま
す
。

※
詳
細
や
申
し
込
み
は
〒
9
4
2

上
越
市
下
門
前
四
四
六
ー
二
、
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
へ
。

（
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
生
徒

氏
名
・
保
護
者
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
コ
ー

ス
名
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

夏
を
楽
し
く
安
全
に

　
　
　
「
水
の
事
故
」

　
　
　
「
花
火
の
事
故
」
に
注
意

　
夏
に
な
る
と
　
昼
間
は
水
泳
、

夜
は
花
火
を
楽
し
む
お
子
さ
ん
も

多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
ど
ち
ら
も
夏
と
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
縁
の
あ
る
も
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
親
が
油
断
を
す
る
と
事

故
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
の
事
故
に
注
意

▽
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊

　
び
に
行
か
せ
な
い
。
行
く
と
き

　
は
保
護
者
や
大
人
が
必
ず
同
伴

　
す
る
。
特
に
、
幼
児
が
い
る
場

　
合
は
、
常
に
目
を
離
さ
な
い
よ

　
う
に
す
る
。

▽
雨
降
り
の
後
な
ど
で
川
や
用
水

　
堀
が
増
水
し
て
い
る
と
き
は
、

　
子
供
た
ち
を
近
づ
け
な
い
よ
う

　
注
意
す
る
．

　
花
火
の
事
故
に
注
意

▽
空
を
飛
ん
だ
り
、
火
花
が
吹
き

　
出
す
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
広

　
い
場
所
を
選
ん
で
や
り
ま
し
よ

　
う
。
ま
た
、
風
の
強
い
と
き
な

　
ど
は
、
花
火
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
に
火
を
つ
け
る
前
に
は
必

　
ず
説
明
書
き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
だ
け
で
花
火
を
す
る
の
は

　
危
険
で
す
。
必
ず
大
人
が
付
き

　
添
い
ま
し
ょ
う
。

▽
水
の
入
っ
た
、
、
ハ
ケ
ツ
を
用
意
し

　
燃
え
つ
き
た
花
火
や
マ
ッ
チ
は

　
必
ず
こ
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

切
手

　
ニ
ュ
ー
ス

記
念
切
手
発
行
予
定

7
月
2
0
日

7
月
2
3
日

7
月
3
1
日

郵便局

国
際
青
年
年
（
6
0
円
）

ふ
み
の
日

（
4
0
円
・
60
円
）

高
山
植
物
シ
リ
ー
ズ

第
五
集
（
60
円
二
種
）

覧
東
北
電
・

▽
七
月
十
七
日
（
水
）

○
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

○
水
梨
・
小
谷

入
札
結
果

▽
教
第
五
号
　
教
員
住
宅
新
築

（
天
水
越
V
木
造
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
式

　
高
橋
組
　
　
三
、
一
五
〇
万
円

▽
振
第
四
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
大
厳
寺
山
伏
山
線
　
二
九
〇
灯

　
福
田
道
路
　
　
　
五
四
〇
万
円

▽
振
第
五
号
・
鏡
ケ
池
公
園
工
事

　
グ
リ
ー
ン
産
業
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　
　
　
九
七
〇
万
円

▽
振
第
七
号
　
林
産
集
落
振
興
対

策
．
作
業
用
建
物

　
大
武
工
務
店
　
　
七
六
〇
万
円

▽
建
第
十
一
号
　
地
域
防
雪
体
制

　
（
浦
田
）
共
同
車
庫
・
六
棟

　
飯
塚
建
設
　
二
、
〇
五
〇
万
円

▽
建
第
十
二
号
　
松
口
松
之
山
線

　
舗
装
（
松
口
）
　
　
五
六
〇
肩

　
上
越
舗
道
　
一
、
四
三
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
　
東
川
藤
倉
天
水

　
越
線
舗
装
（
東
川
）
＝
一
二
眉

福
田
道
路

▽
建
第
＋
四
号

　
（
黒
倉
）

高
橋
組

▽
産
第
＋
五
号

整
備
、

飯
塚
組

▽
産
第
＋
六
号

福
田
道
路

　
三
六
〇
万
円

地
付
線
改
良

　
　
一
一
⊥
パ
○
后

　
九
山
パ
○
万
円

農
村
基
盤
総
合

　
　
　
湯
之
島
地
区
ホ
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
農
村
基
盤
総
合

整
備
．
湯
之
島
地
区
農
道
整
備

　
　
　
　
　
　
四
八
○
万
円

：たらどう

調
停
は
示
談
と
裁
判
の
中
間
に
あ
た
る
方
法

　
加
害
者
に
誠
意
が
な
く
、
示
談

交
渉
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、
納
得

で
き
る
条
件
も
だ
さ
ず
事
実
上
う

や
む
や
に
さ
れ
た
り
す
る
と
、
被

害
者
は
困
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合

は
「
調
停
」
や
「
裁
判
」
に
か
け

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
調
停
は
、
ち
ょ
う
ど
示
談
と
裁

判
の
中
間
に
あ
た
る
方
法
で
、
手

軽
に
賠
償
問
題
を
解
決
で
き
る
こ

と
か
ら
、
最
近
盛
ん
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
示
談
が
当
事
者
だ
け
の
話
し
合

い
だ
と
す
れ
ば
、
調
停
は
法
律
上

権
威
の
あ
る
専
門
家
を
仲
だ
ち
と

し
た
、
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い

だ
と
い
え
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
、
簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て

調停委員会がまとめ役
まとまると「調停調書」が

作成される

（13）まつのやま

　
調
停
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
相
手
方
の
住

所
を
管
轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
、

調
停
を
申
し
立
て
ま
す
。

　
対
人
事
故
に
関
し
て
は
、
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
者
の
住
所
を
管

轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
提
出
す
る
申
立
書
に
は
、
①
申

立
人
と
相
手
方
の
住
所
・
氏
名
、

②
事
故
の
内
容
、
③
支
払
い
を
求

め
る
金
額
を
は
っ
き
り
記
載
し
ま

す
。　

申
立
書
を
書
く
の
が
む
ず
か
し

け
れ
ば
、
・
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
っ

て
い
っ
て
、
口
頭
で
申
し
立
て
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
手
数
料
は
、
収
入
印
紙
で
納
め

調
停
を
求
め
る
金
額
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
五
十
万

円
は
二
千
八
百
円
、
百
万
円
は
五

千
三
百
円
、
三
百
万
円
は
一
万
三

千
三
百
円
、
五
百
万
円
は
一
万
七

千
三
百
円
に
な
り
ま
す

　
請
求
額
が
き
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
さ
し
あ
た
り
、
五
千
五
十
円

の
印
紙
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
こ
の
調
停
は
、
調
停
主
任
判
事

一
名
と
調
停
委
貝
二
名
以
上
で
構

成
さ
れ
る
調
停
委
貝
会
が
当
た
り

ま
す
。
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
委

員
会
は
日
を
き
め
て
両
当
事
者
を

呼
び
出
し
ま
す
が
、
当
事
者
は
出

頭
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
裁
判
と
ち
が
っ
て
、
調
停
は
当

事
者
が
自
由
に
お
た
が
い
の
い
い

分
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
停
委
員
会
は
、
双
方
の
い
い
分

を
き
き
な
が
ら
、
折
り
合
い
が
つ

く
よ
う
な
案
を
考
え
、
ま
と
め
役

を
つ
と
め
て
く
れ
ま
す
。

　
当
事
者
双
方
の
つ
ご
う
が
つ
き

さ
え
す
れ
ば
、
毎
週
で
も
委
貝
会

を
開
い
て
く
れ
ま
す
の
で
、
折
り

合
い
の
っ
く
状
況
な
ら
解
決
も
早

い
わ
け
で
す
．

　
・
ま
た
、
弁
護
士
だ
け
で
な
く
家

族
や
知
人
で
も
代
理
人
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
も
便
利
で
す
。

　
解
決
案
が
ま
と
ま
れ
ば
、
そ
の

内
容
を
も
と
に
調
停
調
書
が
作
成

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
確
定
判
決
と

同
じ
効
力
が
あ
り
、
強
制
執
行
が

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
調
停
は
も
と
も
と
『

種
の
話
し
合
い
で
■
す
か
ら
、
　
一
方

が
同
意
し
な
い
か
ぎ
り
成
立
し
ま

せ
ん
し
、
相
手
が
出
頭
し
な
け
れ

ば
そ
れ
ま
で
（
制
裁
は
五
万
円
以

下
の
過
料
だ
け
。
民
事
調
停
法
三

四
条
）
と
い
う
弱
い
面
は
あ
り
ま

す
。

交
通
事
故
の
　
　
　
社
団
法
人
自
本
損
害
保
険
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ご
相
談
は
去
〇
二
五
二
（
二
五
二
八
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階
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基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は

　
　
　
　
　
　
　
　
幼
児
期
が
大
切

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
幼
児
期

の
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
の
大

切
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
大
脳
生
理
学
や
心
理
学
の
成
果

を
ま
た
ず
と
も
昔
の
人
が
、
経
験

的
に
幼
児
教
育
の
大
事
な
こ
と
を

知
っ
て
い
て
説
い
た
の
で
す
。

　
あ
る
保
育
園
で
、
入
園
式
の
と

き
「
ば
か
や
ろ
う
」
「
や
だ
」
と

言
う
、
今
ま
で
に
経
験
し
な
か
っ

た
こ
と
を
耳
に
し
、
園
児
の
観
察

を
始
め
、
ま
と
め
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
子
供
が
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
改
め
て
自
己
本
位
で
衝
動
的

な
行
動
が
目
に
立
つ
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

①
話
し
か
け
て
も
気
持
ち
が
向
か

　
ず
、
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。

②
幼
児
語
が
多
い
。
遊
び
方
を
し

　
ら
な
い
。

③
衝
動
的
に
振
る
ま
う
。

④
絵
本
等
に
対
す
る
興
味
が
薄
い
。

⑤
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

　
子
が
目
立
つ
．

⑥
欲
求
不
満
だ
と
、
相
手
を
ぶ
っ

　
た
り
気
ま
ま
に
振
る
ま
う
。

⑦
み
ん
な
で
す
る
こ
と
を
拒
否
す

　
る
。

⑧
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
多
く
、

　
硬
い
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
、
幼
児
期
の
指
導
に

問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
．
五
歳
に
も

な
っ
て
い
れ
ば
、
結
末
が
ど
う
な

る
か
の
予
測
が
つ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
声
が
起
り
、

幼
児
の
指
導
の
重
要
性
の
見
直
し

が
叫
ば
れ
ま
し
た
。

　
生
命
の
尊
重
・
自
己
制
止
力
・

寛
容
心
・
思
い
や
り
・
渠
中
心
・

感
謝
・
感
動
な
ど
の
心
情
や
、
行

動
規
範
の
基
礎
は
、
幼
児
期
に
家

庭
で
指
導
さ
れ
な
け
れ
ば
、
保
育

園
や
学
校
に
お
け
る
集
団
生
活
に

不
適
応
を
起
こ
し
ま
す
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
家
庭
に
ま
か

せ
て
、
傍
観
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
関
係
者
が
協
力
し
て
基
本

的
生
活
習
慣
の
指
導
に
真
剣
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

体
や
心
の
発
達
は

　
　
　
　
　
　
七
歳
ご
ろ
ま
で
に
方
向
づ
く

経
組
織
、
目
や
耳
な
ど
の
感
覚
器

の
発
達
が
そ
の
例
で
す
。

　
体
の
発
達
は
、
男
女
差
、
素
質
、

栄
養
、
睡
眠
、
運
動
、
生
活
様
式

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
影
響

し
ま
す
。
発
育
に
環
境
が
か
か
わ

る
の
は
、
肉
体
的
な
部
分
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
が
言
葉
や
体
の
動
か
し
方

を
覚
え
た
り
、
喜
び
や
悲
し
み
の

表
現
の
仕
方
や
、
他
人
と
の
交
際

の
仕
方
を
賞
え
た
り
す
る
の
も
同

じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
脳
の
発
達
と

と
も
に
両
親
や
周
り
の
人
び
と
の

生
活
の
中
で
身
に
つ
け
た
り
経
験

を
し
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

母
親
の
優
し
い
愛

　
　
子
供
の
心
を

　
　
　
安
定
さ
せ
る

家
庭
で
も

　
　
幼
児
教
育
を

　
人
間
は
、
生
れ
た
と
き
、
既
に

百
四
十
億
個
の
大
脳
細
胞
を
も
ち
、

神
経
細
胞
の
結
合
は
、
大
人
の
六

〇
新
ぐ
ら
い
が
、
六
歳
ま
で
に
完

成
し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。　

以
前
に
五
歳
の
幼
児
が
公
園
で

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
二
歳
の
子

供
の
口
と
鼻
に
砂
場
の
砂
を
詰
め

て
窒
息
死
さ
せ
た
事
件
が
報
道
さ

　
私
た
ち
の
体
に
は
、
脳
や
神
経
、

呼
吸
器
や
循
環
器
、
消
化
器
、
内

分
泌
せ
ん
、
骨
、
筋
肉
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
器
官
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
大
切
鶴
働
き
を
し
な
が

ら
全
体
と
し
て
統
一
さ
れ
た
生
命

活
動
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
子
供
は
誕
生
し
て
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
急
速
に
発
育
し
ま
す
が
、

そ
の
順
序
は
人
間
が
人
間
と
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
部

分
か
ら
発
育
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
神
経
系
の
発
達

で
は
、
七
、
八
歳
ご
ろ
ま
で
に
成

人
の
九
〇
警
ぐ
ら
い
に
な
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
脳
や
脊
髄
な
ど
の
神

　
喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
恐
れ

な
ど
の
よ
う
な
感
情
の
表
現
も
、

生
後
二
年
も
た
つ
と
、
ほ
と
ん
ど

の
種
類
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
年

長
に
な
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
分
化

し
、
原
因
や
対
象
が
は
っ
き
り
し

な
い
心
配
と
か
希
望
な
ど
も
表
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
体
や
心
の
発
達

は
、
七
、
八
歳
こ
ろ
ま
で
に
お
お

よ
そ
方
向
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
時
期
の
子
供
の
発
達
に

応
じ
た
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導

が
そ
の
子
の
一
生
を
支
配
す
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
は
年

齢
、
性
別
、
環
境
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
、
適
し
た
時
期
に
、
適
し

た
と
こ
ろ
で
、
継
続
的
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
子
供

の
心
を
安
定
さ
せ
る
母
親
の
優
し

い
愛
、
集
団
生
活
の
中
で
の
信
頼

さ
れ
る
教
師
の
指
導
性
が
基
盤
に

あ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
さ
ら
に
大

き
く
な
る
こ
と
を
考
え
た
い
も
の

で
す
。

新潟いのちの電話

午前10時～午前9時

ど
ん
な
悩
み
で
も

　
　
　
　
　
　
　
お
電
話
く
だ
さ
い

　
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
の
社

会
福
祉
法
人
「
新
潟
い
の
ち
の
電

話
」
で
は
、
手
近
な
電
話
罷
よ
る

対
話
で
、
生
き
る
勇
気
を
見
い
出

し
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
四
月
開

局
、
ど
ん
な
悩
み
で
も
電
話
く
だ

さ
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
ご
家
庭
・
職
場
・
学
校
で
の
人

間
関
係
、
金
銭
、
健
康
な
ど
の
悩

み
は
、
ひ
と
り
胸
の
う
ち
に
閉
じ

込
め
て
お
く
と
、
勝
手
に
ふ
く
れ

あ
が
り
、
あ
な
た
の
手
に
負
え
な

く
な
り
ま
す
。

　
相
談
す
る
相
手
も
な
く
、
困
難

や
、
危
機
に
お
ち
い
っ
て
悩
ん
で

い
る
方
、
さ
ら
に
は
生
き
る
勇
気

を
な
く
し
か
け
て
い
る
方
は
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
電
話
く
だ
さ
い
。

　
い
の
ち
の
電
話
は
、
悩
み
多
い

現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
が
、

お
た
が
い
に
良
い
隣
人
と
な
っ
て
、

助
け
合
い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら

生
ま
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動

で
す
。

　
相
談
は
、
毎
巳
午
前
十
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
。
名
前
を
な
の
る

必
要
も
な
く
、
特
定
の
考
え
、
｛
示

教
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
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9
日

21　20　19　16　1513　12

日日日日日日日
出
稼
共
助
会

総
合
検
診
打
合
せ
会

交
通
安
全
協
議
会
代
議
員
会

議
会
総
民
委
員
会

坂
口
安
吾
展
（
民
俗
資
料
館

8
月
31
日
ま
で
）

総
合
検
診
説
明
会

町
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

総
合
計
画
審
議
会

心
の
健
康
増
進
打
合
せ
会

産
経
委
員
会

松
之
山
地
区
体
育
大
会

水
田
再
編
対
策
打
合
せ
会

農
業
所
得
調
査
員
会
議

収
支
内
訳
書
記
載
説
明
会

252423
日　日　日

3028
日　日

農
業
共
済
婦
人
講
座

消
防
団
訓
練

総
合
検
診
（
2
8
日
ま
で
）

定
例
議
会

民
生
委
員
会

農
業
委
員
会

松
里
・
浦
田
・
三
省
・
上

布
川
地
区
体
育
大
会

■
7
月
の
予
定
、

73日日
3128109
日日日日

町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

郡
青
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
安
塚
町
）

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
消
防
大
会

町
民
体
育
大
会

葛
飾
・
松
之
山
子
供
交
歓

会
（
松
之
山
町
）

＼

　
　
　
と
－
な
）
で
3
の

騒
瑠
／
、
、
⇔
蒙
は

よくちょう座

今
月
の
星
座
・

8月中旬には、午後9時ころ
頭の上（天頂ノに見えます
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幼
児
期
が
大
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「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
幼
児
期

の
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
の
大
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さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
大
脳
生
理
学
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理
学
の
成
果

を
ま
た
ず
と
も
昔
の
人
が
、
経
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的
に
幼
児
教
育
の
大
事
な
こ
と
を

知
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て
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説
い
た
の
で
す
。

　
あ
る
保
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で
、
入
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式
の
と

き
「
ば
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や
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う
」
「
や
だ
」
と

言
う
、
今
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で
に
経
験
し
な
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こ
と
を
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に
し
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児
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を
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、
ま
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と
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の

よ
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な
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供
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る
こ
と
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り
、
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て
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本
位
で
衝
動
的

な
行
動
が
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に
立
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と
指
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て
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ま
す
。

①
話
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け
て
も
気
持
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が
向
か

　
ず
、
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。

②
幼
児
語
が
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い
。
遊
び
方
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な
い
。
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動
的
に
振
る
ま
う
。

④
絵
本
等
に
対
す
る
興
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が
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い
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テ
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ビ
の
影
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る
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が
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立
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⑥
欲
求
不
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だ
と
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相
手
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た
り
気
ま
ま
に
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る
ま
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。

⑦
み
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な
で
す
る
こ
と
を
拒
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⑧
食
べ
物
の
好
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嫌
い
が
多
く
、

　
硬
い
物
が
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な
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こ
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期
の
指
導
に
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い
る
う
ち
に
、
二
歳
の
子

供
の
口
と
鼻
に
砂
場
の
砂
を
詰
め

て
窒
息
死
さ
せ
た
事
件
が
報
道
さ

　
私
た
ち
の
体
に
は
、
脳
や
神
経
、

呼
吸
器
や
循
環
器
、
消
化
器
、
内

分
泌
せ
ん
、
骨
、
筋
肉
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
器
官
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
大
切
鶴
働
き
を
し
な
が

ら
全
体
と
し
て
統
一
さ
れ
た
生
命

活
動
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
子
供
は
誕
生
し
て
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
急
速
に
発
育
し
ま
す
が
、

そ
の
順
序
は
人
間
が
人
間
と
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
部

分
か
ら
発
育
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
神
経
系
の
発
達

で
は
、
七
、
八
歳
ご
ろ
ま
で
に
成

人
の
九
〇
警
ぐ
ら
い
に
な
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
脳
や
脊
髄
な
ど
の
神

　
喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
恐
れ

な
ど
の
よ
う
な
感
情
の
表
現
も
、

生
後
二
年
も
た
つ
と
、
ほ
と
ん
ど

の
種
類
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
年

長
に
な
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
分
化

し
、
原
因
や
対
象
が
は
っ
き
り
し

な
い
心
配
と
か
希
望
な
ど
も
表
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
体
や
心
の
発
達

は
、
七
、
八
歳
こ
ろ
ま
で
に
お
お

よ
そ
方
向
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
時
期
の
子
供
の
発
達
に

応
じ
た
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導

が
そ
の
子
の
一
生
を
支
配
す
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
は
年

齢
、
性
別
、
環
境
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
、
適
し
た
時
期
に
、
適
し

た
と
こ
ろ
で
、
継
続
的
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
子
供

の
心
を
安
定
さ
せ
る
母
親
の
優
し

い
愛
、
集
団
生
活
の
中
で
の
信
頼

さ
れ
る
教
師
の
指
導
性
が
基
盤
に

あ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
さ
ら
に
大

き
く
な
る
こ
と
を
考
え
た
い
も
の

で
す
。

新潟いのちの電話

午前10時～午前9時

ど
ん
な
悩
み
で
も

　
　
　
　
　
　
　
お
電
話
く
だ
さ
い

　
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
の
社

会
福
祉
法
人
「
新
潟
い
の
ち
の
電

話
」
で
は
、
手
近
な
電
話
罷
よ
る

対
話
で
、
生
き
る
勇
気
を
見
い
出

し
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
四
月
開

局
、
ど
ん
な
悩
み
で
も
電
話
く
だ

さ
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
ご
家
庭
・
職
場
・
学
校
で
の
人

間
関
係
、
金
銭
、
健
康
な
ど
の
悩

み
は
、
ひ
と
り
胸
の
う
ち
に
閉
じ

込
め
て
お
く
と
、
勝
手
に
ふ
く
れ

あ
が
り
、
あ
な
た
の
手
に
負
え
な

く
な
り
ま
す
。

　
相
談
す
る
相
手
も
な
く
、
困
難

や
、
危
機
に
お
ち
い
っ
て
悩
ん
で

い
る
方
、
さ
ら
に
は
生
き
る
勇
気

を
な
く
し
か
け
て
い
る
方
は
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
電
話
く
だ
さ
い
。

　
い
の
ち
の
電
話
は
、
悩
み
多
い

現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
が
、

お
た
が
い
に
良
い
隣
人
と
な
っ
て
、

助
け
合
い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら

生
ま
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動

で
す
。

　
相
談
は
、
毎
巳
午
前
十
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
。
名
前
を
な
の
る

必
要
も
な
く
、
特
定
の
考
え
、
｛
示

教
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

（mまつのやま

～制
．
歯

か
君

や功さ

あ村宗

ホ
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冬
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ロ

マ
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ノ

k
　
　
　
　
　
一
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げ

ウ
Σ
　
　
　
　
　
　
z劣

ご
飢
か

，
τ
き
ま
し

五
，
、
＼

　
込
グ

（
忍
騰

ず
説

こ
よ
み

田
6
月
の
で
き
ご
と

8754日日日日
9
日

21　20　19　16　1513　12

日日日日日日日
出
稼
共
助
会

総
合
検
診
打
合
せ
会

交
通
安
全
協
議
会
代
議
員
会

議
会
総
民
委
員
会

坂
口
安
吾
展
（
民
俗
資
料
館

8
月
31
日
ま
で
）

総
合
検
診
説
明
会

町
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

総
合
計
画
審
議
会

心
の
健
康
増
進
打
合
せ
会

産
経
委
員
会

松
之
山
地
区
体
育
大
会

水
田
再
編
対
策
打
合
せ
会

農
業
所
得
調
査
員
会
議

収
支
内
訳
書
記
載
説
明
会

252423
日　日　日

3028
日　日

農
業
共
済
婦
人
講
座

消
防
団
訓
練

総
合
検
診
（
2
8
日
ま
で
）

定
例
議
会

民
生
委
員
会

農
業
委
員
会

松
里
・
浦
田
・
三
省
・
上

布
川
地
区
体
育
大
会

■
7
月
の
予
定
、

73日日
3128109
日日日日

町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

郡
青
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
安
塚
町
）

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
消
防
大
会

町
民
体
育
大
会

葛
飾
・
松
之
山
子
供
交
歓

会
（
松
之
山
町
）

＼

　
　
　
と
－
な
）
で
3
の

騒
瑠
／
、
、
⇔
蒙
は

よくちょう座

今
月
の
星
座
・

8月中旬には、午後9時ころ
頭の上（天頂ノに見えます
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「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

作
文
募
集
戸
・

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

歩
行
者
・
自
転
車
・
、
バ
イ
ク
利
用

者
・
ド
ラ
イ
、
、
ハ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
あ
る
家
族
の
皆
さ
ん

が
、
家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
総
務
庁
で
は
、
家
庭
、
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容
や

方
法
、
話
し
合
っ
た
結
果
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
領

▽
テ
ー
マ
「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

▽
応
募
期
間

　
七
月
一
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
。

▽
応
募
区
分

　
①
小
学
校
低
学
年
（
丁
二
年
）

　
②
小
学
校
中
学
年
（
三
・
四
年
）

　
③
小
学
校
高
学
年
（
五
・
六
年
）

④
中
学
生

⑤
母
親
∴
般
の
各
部

▽
応
募
方
法

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
（
母

　
親
・
一
般
の
部
は
五
枚
）
以
内
。

　
住
所
・
郵
便
番
号
・
氏
名
・
学

　
校
名
・
学
年
・
学
校
の
住
所

　
（
母
親
と
一
般
の
部
は
年
齢
、

第
一

　
職
業
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
．

▽
送
り
先

σ
〒
一
〇
㎝
　
東
京
都
千
代
田
区

　
外
神
田
二
－
二
！
一
七
　
共
同

　
ビ
ル
㈹
日
本
交
通
福
祉
協
会
交

　
通
安
全
作
文
募
集
係
。

○
母
親
と
】
般
の
部
は
、
〒
一
〇

　
〇
、
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　
三
－
一
ー
一
　
総
務
庁
交
通
安

　
全
対
策
室
交
通
安
全
作
文
募
集

　
係
。

一
融
雪
用
電
力

　
　
消
雪
ポ
ン
プ
な
ど
対
象

　
冬
期
に
お
け
る
負
荷
平
準
化
と

地
域
社
会
の
便
益
向
上
を
図
る
た

め
、
東
北
電
力
で
は
消
雪
ポ
ン
プ

な
ど
を
対
象
と
し
た
、
新
し
い
融

雪
用
電
力
制
度
（
第
二
融
雪
電
力
）

を
今
年
の
四
月
か
ら
実
施
し
た
。

　
対
象
と
な
る
設
備
は
、
消
雪
ポ

ン
プ
な
ど
直
接
融
雪
の
た
め
に
使

用
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
電

気
料
金
は
十
育
か
ら
三
十
新
程
度

安
く
な
る
．

　
お
も
な
適
用
の
条
件

▽
融
雪
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の

　
に
限
る
。

▽
四
か
月
以
上
継
続
し
て
使
用
す

　
る
。

▽
年
間
を
と
お
し
て
の
使
用
は
、
、
て

き
な
か
．

▽
夏
場
等
不
使
用
期
間
は
、
電
気

　
を
し
ゃ
断
す
る
。

▽
電
気
設
備
は
専
用
配
線
と
な
る
。

▽
毎
日
午
後
二
時
間
、
電
気
の
し

　
ゃ
断
が
あ
る
。

　
く
わ
し
く
は
、
東
北
電
力
の
営

業
所
ま
た
は
出
張
所
で
、
㌔
、
｝
相
談

く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
文

高
校
生
か
ら
募
集
ノ

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
高
校
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
作
文
」
を
募
集
し
て
い
る
。

　
テ
…
マ
は
、
税
に
つ
い
て
日
、
、
）

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、

税
に
関
す
る
こ
と
、
で
あ
れ
ば
何
、
で

も
結
構
で
す
。

▽
応
募
数
、
］
人
一
編
。
三
千
字

　
以
内
。
作
文
の
末
尾
に
住
所
、

　
氏
名
、
学
校
名
、
・
学
年
、
学
校

　
の
住
所
を
記
入
の
こ
と
。

▽
締
切
り
・
九
月
五
日
（
木
）

▽
表
彰
・
優
秀
作
文
に
は
賞
状
と

　
記
△
．
心
品
が
贈
ら
れ
る
。

▽
受
付
・
税
務
署

（
高
田
税
務
署
・
〒
九
四
三
　
上

　
越
市
西
城
町
三
V

7
月
1
日
～
8
月
3
1
日

税
の
相
談
や

苦
情
は

税
務
相
談
室
へ

「
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の

税
金
は
ど
う
な
る
の
か
」
　
「
贈
与

税
の
計
算
の
仕
方
を
教
え
て
ほ
し

い
」
　
「
医
療
費
控
除
を
受
け
た
い

の
だ
が
」
な
ど
、
税
金
の
相
談
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
税
局
と
全
国
の
主
要
都
市
に
あ

る
税
務
署
に
「
税
務
相
談
室
」
が

設
け
ら
れ
な
。

　
税
務
相
談
室
、
で
は
、
税
に
つ
い

て
の
知
識
や
経
験
の
豊
富
な
相
談

員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
親
身
に

な
っ
て
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
国
税
局
と
新
潟
の
税
務
相
談
室

の
．
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
。

▽
国
税
局
の
相
談
室

　
（
〇
三
）
一
二
六
－
二
八
七
九

▽
新
潟
の
相
談
室

　
（
〇
二
．
五
二
）
二
四
－
三
七
一
〇

夏
の
環
境
美
化
運
動

7
月
1
日
～
7
月
31
日

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動


